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協
同
理
念
を
金
科
玉
条
に

自
己
改
革
と
並
行
し
組
合
員
経
済
の
向
上
を
念
頭
に

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
に

て
輝
か
し
い
平
成
29
年
の
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
も
の
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
28
年
の
営
農
は
、
融
雪

が
平
年
よ
り
も
早
か
っ
た
も
の
の
、
春

作
業
は
比
較
的
順
調
な
中
で
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
、
旱
ば
つ
傾
向
で
農
作
物

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
刈

取
り
の
ト
ッ
プ
を
き
る
小
麦
は
順
調
に

受
け
入
れ
を
終
了
し
、
秋
の
収
穫
に
も

期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
８
月
中
旬
か
ら
相

次
い
で
上
陸
・
接
近
し
た
４
つ
の
台
風

の
影
響
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
、
農
地

の
流
出
、
Ｊ
Ａ
共
同
施
設
の
浸
水
、
加

え
て
収
穫
期
後
半
の
長
雨
、
季
節
は
ず

れ
の
降
雪
が
10
月
末
、
11
月
に
断
続
的

に
発
生
し
、
本
町
で
も
こ
れ
ま
で
に
類

を
見
な
い
自
然
災
害
に
よ
る
、
大
き
な

農
業
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
組
合
員
の

方
々
に
は
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
お
見

年頭の
ごあいさつ

代表理事組合長

熊谷　留夫
代表理事専務

浦島　規生

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
被
災
に
よ
る
Ｊ
Ａ
共
同
施
設
の

復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の
第
31
回

臨
時
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
、
組
合
員

の
皆
様
を
始
め
総
代
各
位
の
特
段
の
ご

理
解
を
賜
り
、
特
別
対
策
に
よ
る
補
助

事
業
活
用
で
、
穀
類
乾
燥
調
製
施
設
復

旧
の
目
処
が
立
ち
、
本
年
の
操
業
に
間

に
合
わ
せ
る
べ
く
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
複
数
の
災
害
が
発
生
し
た

年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
小
麦
は
過
去

最
高
で
あ
っ
た
一
昨
年
を
上
回
る
収

穫
量
と
な
る
な
ど
、
区
域
内
農
業
生
産

高
見
込
み
で
は
、
計
画
比
１
０
２
％
の

１
１
４
億
４
，
４
０
０
万
円
、
交
付
金

を
含
め
て
１
４
７
億
２
，
４
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
の
影
響
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
う

し
た
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
あ

ら
た
め
て
本
町
農
業
の
底
力
を
再
認
識

す
る
と
同
時
に
、
組
合
員
皆
様
の
ご
努

力
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
め
ぐ
る
情
勢
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
は
、
全
農
改
革
を
始
め

と
す
る
農
協
改
革
並
び
に
指
定
生
乳
生

産
者
団
体
制
度
の
あ
り
方
を
含
め
た
農

業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
ま

と
め
、
次
期
米
国
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
・
日
米
二

国
間
交
渉
の
表
明
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
の
動
き
な
ど
、
我
が
国
の
農
業
・

Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
、
先
行
き
の
不
透
明
感

が
増
大
す
る
情
勢
変
化
が
あ
っ
た
一
年

で
し
た
。

　

中
で
も
、
物
議
を
か
も
し
た
「
規
制

改
革
推
進
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
が
提
言
し
た
内
容
は
、
Ｊ
Ａ

事
業
の
根
幹
を
揺
る
が
す
危
険
な
考
え

方
で
あ
り
、
協
同
組
合
の
原
理･

原
則

に
対
し
、
あ
ま
り
に
も
無
知
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

身
近
な
内
容
で
は
、
ク
ミ
カ
ン
制
度

の
即
時
廃
止
、
信
用
事
業
を
営
む
Ｊ
Ａ

協
同
理
念
を
金
科
玉
条
に

自
己
改
革
と
並
行
し
組
合
員
経
済
の
向
上
を
念
頭
に
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は
３
年
を
目
処
に
半
減
な
ど
、
ど
れ
も

農
家
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
と
は
言
え

な
い
提
言
案
で
、
民
間
組
織
が
営
む
事

業
へ
の
不
当
介
入
と
し
て
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
修
正
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
警
戒
す
べ

き
動
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
組
織
で
は
、
自
己
改
革

を
前
提
と
し
た
組
織
・
事
業
内
容
の
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
昨
年
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

で
確
認
し
た
「
北
海
道
５
５
０
万
人
と

共
に
創
る
力
強
い
農
業
と
豊
か
な
魅
力

あ
る
農
村
」
の
実
現
に
向
け
て
、
決
議

事
項
に
基
づ
き
、
そ
の
着
実
な
実
践
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
決
議
事
項

で
あ
る
農
業
所
得
20
％
増
大
の
実
現
に

向
け
て
、
本
年
度
大
幅
な
機
構
改
革
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
決
し
て

容
易
な
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農

業
が
職
業
と
し
て
若
い
世
代
が
夢
を

も
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
も
、
克
服
す

べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
、

必
要
な
改
革
、
体
制
整
備
を
行
う
決
意

で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
各
位
の
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
農
業
者
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
今
も
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
「
安
全
」
で
「
安
心
」
な
食
料
を
、

誇
り
を
も
っ
て
国
民
に
供
給
し
続
け
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
干
支

は
丁
酉(

ひ
の
と
と
り)

で
す
。

　

一
説
に
は
、
丁
は
、「
安
定
す
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
酉
は
「
果
実
な
ど

が
成
熟
し
実
る
状
態
」
を
表
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
丁
酉
に
あ
や
か
り
、

災
害
の
な
い
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
実
り

多
い
充
実
し
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

併
せ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

◆代表理事組合長	 熊谷　留夫

◆代表理事専務	 浦島　規生

◆常	務	理	事	 北野　和男
	（学識経験者）	

◆理事	 神成　博美
	（総務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 藤田　元弘
	（業務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 草野　恒之
	（農家経済対策特別委員長・業務委員）

◆理事	 真田　佳則
	（総務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 村上　聡和
	（業務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 江花　秀一
	（農家経済対策特別副委員長・総務委員）

◆理事	（総務委員）	 山田　　剛

◆理事	（総務委員）	 吉井　鉄也

◆理事（業務委員）	 米田　浩幸

◆理事（業務委員）	 櫻井　盛明

◆理事（学識経験者 /信用担当）	加藤　　護

◆代表監事	 山本　英之

◆常勤監事	（員外監事）	 吉尾　　豊

◆監事　	 柏倉　秀伸

◆監事　	 太田　　満

◆監事　	 福田　弘行

外職員一同

謹んで新春の
お喜びを申し上げます
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１
月

■
仕
事
始
め
／
豊
穣
・
安
全
祈
願
祭	

６
日

■
新
年
交
礼
会	

６
日

■
と
ま
と
生
産
部
会
定
期
総
会	

21
日

■
豆
作
生
産
部
会
冬
期
研
修
会	

21
日

■
業
務
委
員
会	

25
日

■
年
金
友
の
会
湯
治	

25
日

■
福
富
三
愛
地
区
合
併
祝
賀
会	

27
日

■
営
農
技
術
研
修
会	

28
日

２
月

■
Ｊ
Ａ
び
え
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
杯	

１
日

■
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
定
期
総
会	

5
日

■
メ
ロ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会	

5
日

■
女
性
部
定
期
総
会	

８
日

■
青
年
部
定
期
総
会	

９
日

■
稲
作
生
産
部
会
定
期
総
会	

10
日

■
麦
作
生
産
部
会
定
期
総
会	

12
日

■
白
金
ア
ス
パ
ラ
生
産
部
会
定
期
総
会	

15
日

■
種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
定
期
総
会	

16
日

■
馬
鈴
薯
生
産
部
会
定
期
評
議
委
員
会	

17
日

■
豆
作
生
産
部
会
定
期
総
会	

18
日

■
大
根
生
産
部
会
定
期
総
会	

26
日

■
報
徳
社
定
期
総
会
／
実
践
農
業
講
座	

26
日

■
農
民
連
盟
定
期
総
会	

27
日

　

平
成
28
年
の
幕
明
け
は
「
今
年
も
豊
作
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
」
と
家
族
で
願
い
、
新
年
を
ス
タ

ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　

気
象
の
経
過
と
し
て
は
、
播
種
・
定
植
期
の

高
温
や

６
月
の

低

温
・

日
照
不

足
、
８
月
の
連
続
し
た
台
風
の
直
撃
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ほ
場
の
流
亡

被
害
や
Ｊ
Ａ
生
産
施
設
へ
の
大
き
な
打
撃
を
与
え

ま
し
た
。
加
え
て
、
早
い
時
期
の
降
雪
は
収
穫
作

業
や
品
質
の
劣
化
に
追
い
打
ち
を
か
け
、
辛
い
収

２
０
１
６
年
の
動
き

　

～
事
業
を
振
り
返
っ
て
～

穫
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
米
国
で
は
新
政
権
が
誕
生
す
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
拙
速
な
判
断
は
“
危

険
な
行
為
”
だ
と
し
て
反
対
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

圧
倒
的
な
政
府
与
党

の
数
の
論
理
で
承
認

を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ま

た
、
規
制
改
革
推
進
会
議
の
農
協
改
革
提
言
は
「
協

同
組
織
へ
の
自
治
と
独
立
」
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
が

明
白
で
あ
り
、
協
同
組
合
の
存
続
が
危
機
に
立
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
た
一
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

トピックス
JA この 1 年

TOPICS of year

災
害
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
農
協
つ
ぶ
し

大雪さんろく倶楽部表彰

新年交礼会

福富三愛農事組合の
合併祝賀会

地区懇談会
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３
月

■
ニ
ン
ジ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会	

１
日

■
第
61
回
地
区
懇
談
会　

４
日
ま
で	

３
日

■
百
合
根
生
産
部
会
定
期
総
会	

７
日

■
新
農
業
人
研
修
修
了
証
書
授
与
式	

７
日

■
満
値
喜
市　
　

24
日
ま
で	

23
日

■
酪
農
振
興
部
会
定
期
総
会	

29
日

■
酪
農
婦
人
部
定
期
総
会	

29
日

■
朝
会
（
退
職
辞
令
交
付
）	

31
日

４
月

■
朝
会
（
新
期
採
用
者
辞
令
交
付
）	

１
日

■
養
豚
生
産
部
会
定
期
総
会	

１
日

■
第
65
回
通
常
総
代
会	

５
日

■
白
金
ク
レ
ー
射
撃
場
竣
工
式	

11
日

■
年
金
友
の
会
定
期
総
会	

14
日

■
共
済
推
進
決
起
大
会	

21
日

■
穀
類
乾
燥
調
製
施
設
増
強
工
事
安
全
祈
願
祭	

27
日

５
月

■
新
農
業
人
激
励
の
つ
ど
い	

６
日

■
新
規
採
用
者
農
家
実
習　

13
日
ま
で	

９
日

■
美
瑛
神
社
奉
告
祭	

16
日

■
肥
料
選
定
会
議	

20
日

■
上
川
中
央
部
農
協
経
営
研
究
会
総
会	

23
日

H28 新農業人激励
のつどい

組織活動交流会

年金友の会定期
総会

雪ムロ馬鈴薯
掘り出し

　　第 65 回
通常総代会

あぐりスクール in びえい
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６
月

■
酪
農
・
養
豚
合
同
獣
魂
祭	

６
日

■
新
区
画
ダ
ム
通
水
式	

８
日

■
年
間
生
乳
２
万
キ
ロ
突
破
牛
輩
出
を
祝
う
会	

８
日

■
び
え
い
ヘ
ル
シ
ー
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式	

12
日

■
美
瑛
彩
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ご
み
の
森
厨
房
オ
ー
プ
ン	

13
日

■
招
魂
祭	

15
日

■
馬
鈴
薯
生
産
部
会
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
イ	

22
日

■
し
ろ
が
ね
ダ
ム
通
水
式	

30
日

７
月

■
美
瑛
町
異
業
種
人
材
育
成
研
修
中
間
報
告
会	

２
日

■
び
え
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ	

２
日

■
美
瑛
町
郷
土
学
館「
美
宙
」オ
ー
プ
ン
記
念
式	

９
日

■
穀
類
乾
燥
調
製
施
設
運
営
合
同
会
議
・
安
全
祈
願
祭	

11
日

■
組
織
活
動
交
流
会	

13
日

■
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
受
入
式	

19
日

８
月

■
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り	

20
日

■
道
中
央
会
飛
田
会
長
ほ
か
被
災
状
況
確
認
来
町	

26
日

■
百
合
根
消
流
懇
談
会	

26
日

■
衆
議
員
議
員
・
振
興
局
被
災
状
況
確
認	

26
日

■
副
知
事
・
旭
川
開
発
建
設
部
ほ
か
被
災
状
況
確
認	

29
日

与党農水省災害対策ＷＴ

どかんと農業まつり

　　　ＪＡ農業センター新外壁

台風により崩落した九線橋
美瑛彩レストランなごみの

森厨房オープン
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９
月

■
農
政
事
務
所
被
災
状
況
確
認	

２
日

■
加
工
玉
ね
ぎ
被
災
圃
場
現
地
確
認	

７
日

■
台
風
被
災
に
関
わ
る
町
へ
の
Ｊ
Ａ
・
農
連
合
同
要
請	

15
日

■
美
瑛
町
開
拓
記
念
式
典	

15
日

■
コ
メ
初
検
査	

17
日

10
月

■
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
み
か
わ
秋
の
大
収
穫
祭
２
０
１
６	

10
日

■
美
瑛
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入	

18
日

11
月

■
学
校
給
食
の
コ
メ
・
パ
ン
贈
呈	

９
日

■
中
学
生
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会	

10
日

■
農
協
法
公
布
記
念
朝
会
（
組
合
員
宅

　

皆
一
斉
訪
問
・
記
念
講
演
）	

18
日

■
組
合
員
還
元
イ
ベ
ン
ト	

18
日

■
第
31
回
臨
時
総
代
会	

30
日

12
月

■
ホ
ク
レ
ン
移
動
販
売
車
ス
タ
ー
ト	

１
日

■
第
43
回
集
落
代
表
者
研
修
会	

１
日

■
町
へ
鏡
餅
進
呈	

29
日

■
仕
事
納
め	

30
日

組合員宅一日一斉皆訪問

ホクレン移動販売車
スタート

第 31 回臨時総代会

組合員還元玉ねぎ・
馬鈴薯詰め放題

ジャンボ巻きずし作り
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自
然
の
力
は
偉
大

異
常
を
思
い
知
ら
さ
れ
て

　

私
の
農
業
経
営
は
畑
作
専
業
で
約
35
㌶

の
耕
作
面
積
で
す
。
妻
と
３
人
の
子
ど
も
、

父
の
家
族
構
成
で
典
型
的
な
家
族
経
営
で
、

す
。
作
付
品
目
は
麦
類
が
主
体
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
馬
鈴
薯
・
大
豆
・
赤
え
ん
豆
・

加
工
用
の
カ
ボ
チ
ャ
・
ア
ス
パ
ラ
な
ど
も

耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

十
勝
の
よ
う
な
大
型
面
積
は
有
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
作
付
の
規
模
か
ら
み
る
と

土
地
利
用
型
の
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
作
付
品
目
を
育
て
る
の
が
基
本

で
す
か
ら
毎
日
の
天
候
推
移
は
と
て
も
気

に
な
り
ま

す
。

　

特
に
昨

年
は
“
異
常
”
な
天
候
で
今
ま
で
に
経
験

の
な
い
こ
と
の
連
続
で
し
た
。
春
先
の
気

候
は
比
較
的
順
調
で
し
た
が
、
そ
の
後
の

低
温
、
降
雪
に
よ
っ
て
辛
い
作
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
は
美
瑛
町
を
始

め
多
く
の
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
私
に
と
っ
て
も
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

年
に
な
り
ま
し
た
。
８
月
19
日
以
降
に
発

生
し
た
台
風
７
号
、
11
号
、
９
号
の
３
つ

の
台
風
上
陸
は
、
記
録
的
な
猛
威
を
振
る

い
ま
し
た
。
わ
が
家
の
馬
鈴
薯
畑
も
約
70

㌃
ほ
ど
冠
水
被
害
に
あ
い
、
そ
の
後
の
収

穫
作
業
は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

　

私
の
住
宅
の
近
く
の
美
瑛
川
が
氾
濫
し

た
た
め
、
近
隣
の
酪
農
家
の
方
も
冠
水
害

を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

美
瑛
川
の
濁
流
は
尋
常
で
な
く
、
大
き

な
流
木
は
河
岸
の
立
木
を
な
ぎ
倒
し
、
水

の
力
の
恐
ろ
し
さ
を
、
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。
人
間
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
自
然

の
猛
威
を

感
じ
ま
し

た
。
こ
ん
な
光
景
は
二
度
と
見
た
く
な
い

で
す
ね
。

　

美
瑛
町
も
地
域
に
よ
っ
て
は
甚
大
な
被

害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
日
も

早
い
復
旧
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
収
穫
期
の
天
候
不
順
も
辛
い
仕

打
ち
で
し
た
。
今
年
は
10
月
16
日
以
降
ま

と
も
な
天
候
が
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

例
年
よ
り
ほ
ぼ
一
ヶ
月
も
早
い
初
雪
が

明日
を

担う
美瑛町字五稜第１

松
まつ

村
むら

 義
よし

昭
あき

 さん

大
切
な
地
域
と
仲
間
の
絆

（31歳）
（北台・旭ブロック）

　

年
間
百
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
美
瑛
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
農
業
景
観

が
織
り
な
す
牧
歌
的
な
丘
の
風
景
は
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
離
さ
ず
、
幾
度

と
な
く
訪
れ
る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

そ
の
美
瑛
町
の
景
観
資
源
を
培
っ
て
い
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
農
業
者
で

す
。
農
業
生
産
を
「
業
」
と
す
る
健
全
な
農
業
の
営
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、
豊

か
な
表
情
を
見
せ
る
持
続
可
能
な
景
観
と
し
て
の
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
美

瑛
の
「
明
日
を
担
う
」
若
い
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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結
果
的
に
は
根
雪
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

18
歳
か
ら
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、

こ
ん
な
経
験
は
初
め
て
で
す
。
農
業
は
も

ち
ろ
ん
継
続
し
て
行
き
ま
す
が
異
常
気
象

の
な
い
安
定
し
た
天
候
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
耕
作
地
は
傾
斜
地
が
多
い
土
地
条

件
で
、
ど
う
し
て
も
小
麦
に
頼
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
地
元
の
加
工
食
品
会
社

向
け
の
加
工
用
カ
ボ
チ
ャ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
農
協
が
生
産
者
所
得
の
向
上
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
作
付
推
進
を
し
て
い

る
こ
と
も
手
伝
っ
て
出
荷
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
“
人
手
不
足
”
が
面
積
拡

大
の
障
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
麦
の
作
付
け
が
多
い
も
の
で
す

か
ら
輪
作
を
き
ち
ん
と
心
が
け
な
け
れ
ば

と
思
い
、
豆
作
に
も
着
目
し
て
面
積
拡
大

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

豆
類
は
夏
作
の
「
赤
え
ん
豆
」
類
と
大

豆
を
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
お

り
、
平
成
28
年
は
汎
用
型
の
コ
ン
バ
イ
ン

を
上
手
に
活
用
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
と
共
同
で
作
業
を
し
て
い
ま
す

が
、
赤
え
ん
豆
は
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
収
穫

で
き
、
全
量
農
協
出
荷
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
黒
大
豆
も
結
構
な
面
積

を
作
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
早
い
根
雪
に

悩
ま
さ
れ
る
前
に
収
穫
で
き
た
こ
と
は
本

当
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
こ
ん
な
時
代
で

す
の
で
豆
類
も
安
心
し
て
作
付
・
出
荷
で

き
る
契
約
栽
培
的
な
も
の
、
予
め
価
格
の

目
安
が
見
込
め
る
も
の
が
あ
れ
ば
生
産
に

も
励
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

農
協
や
青
年
部
組
織
一
丸
と
な
っ
て
反

対
の
声
を
挙
げ
て
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
と
う
と

う
国
会
の
承
認
が
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
後
の
情
勢
は
混
沌
と
し
て
い
ま
す

が
、
北
海
道
農
業
、
と
り
わ
け
美
瑛
農
業

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
く
る
の
は

必
至
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
で
は
、
北
台
・
旭
ブ
ロ
ッ
ク
に

所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
的
に

若
い
後
継
者
が
少
な
い
も
の
で
す
か
ら
寂

し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
組
織
活
動
を
通
じ

た
交
流
や
情
報
の
交
換
に
は
と
て
も
役

立
っ
て
い
ま
す
し
、
仲
間
の
絆
は
大
変
に

貴
重
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
成
長
も
と
て
も
楽
し
み
で
、
将

来
は
自
分
の
好
き
な
道
を
歩
ん
で
行
っ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
男
１
女
で

す
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
農
業
を
継
い
で
欲

し
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
の
で
す
が
、

親
の
考
え
を
押
し
つ
け
ず
、
本
人
次
第
で

自
分
の
道
を
「
拓
い
て
」
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
子
供
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
」
と
の

言
葉
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子
供
の
手
本
と

な
る
よ
う
な
親
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会

ふ
れ
あ
い
交
流
会
が
12
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
３

階
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
両
部
会
員
は
も
ち
ろ

ん
、
組
織
未
加
入
者
や
同
世
代
の
Ｊ
Ａ
職

員
と
の
親
交
を
深
め
よ
う
と
し
た
も
の
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企
画
に
は
70
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
賑
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
町
内
外
の
オ
ー
ド
ブ
ル
や
焼

き
立
て
の
ピ
ザ
、
ス
イ
ー
ツ
が
並
び
、
子

ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
余
興
で
は
マ
シ
ュ

マ
ロ
と
パ
ス
タ
で
高
さ
を
競
う
ゲ
ー
ム
や

豪
華
景
品
（
一
等
は
Ｐ
Ｓ
４
！
）
が
当
た

る
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
原
よ
し
み
会
長
は
「
こ
の
機
会
に
温

か
い
雰
囲
気
を
感
じ
て
頂
い
て
、
組
織
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

～ふれあい交流会～
地域の仲間の絆強く
〔広がれ交流の輪〕

おいしい料理がたくさん
マシュマロとパスタのゲーム

大抽選会
子ども抽選会
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大雪地区
農業改良 普及センター

１　

収
量
は
「
平
年
並
～
や
や
少
な
い
」 

　

収
量
が
少
な
い
場
合
に
は
、「
分
げ
つ
が

不
足
し
収
量
が
低
下
し
た
場
合
」
と
、「
屑

米
が
多
く
歩
留
ま
り
が
低
下
し
た
場
合
」

の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
分
げ
つ
不
足
の
要
因

　
「
な
な
つ
ぼ
し
」
を
中
心
と
し
て
、
移
植

直
前
の
高
温
に
よ
る
徒
長
・
老
化
苗
の
移

植
、
移
植
直
後
の
強
風
の
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

徒
長
し
た
苗
は
風
に
弱
く
葉
枯
れ
症
状

が
強
く
出
ま
し
た
。

　

早
期
異
常
出
穂
が
育
苗
日
数
で
は
30
日

以
上
で
み
ら
れ
、
特
に
40
日
以
上
で
は
株

元
で
出
穂
す
る
な
ど
症
状
が
強
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
育
苗
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
多
く

発
生
し
ま
し
た
。
育
苗
日
数
は
30
日
を
目

標
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

強
風
の
た
め
浮
き
苗
防
止
か
ら
深
植
え

に
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
植
付
深

度
は
分
げ
つ
の
発
生
に
シ
ビ
ア
に
影
響
し

ま
す
。
強
風
時
の
無
理
な
田
植
え
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

（
２
）
歩
留
ま
り
低
下
の
要
因

　
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
で
は
、
分
げ
つ
過
剰
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
５
月
23
日
以
前
に
移
植
し
た
水

田
は
活
着
が
良
か
っ
た
た
め
に
、
７
月
の

好
天
で
さ
ら
に
茎
数
が
増
加
し
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。　
　

　

穂
数
型
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
、
茎
数

が
増
加
し
や
す
い
の
で
、
初
期
生
育
が
確

保
で
き
た
ら
速
や
か
に
深
水
管
理
に
移
行

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　

タ
ン
パ
ク
は
「
や
や
高
め
」

　

全
道
的
に
も
タ
ン
パ
ク
は
高
い
傾
向
で

し
た
。
美
瑛
町
の
低
タ
ン
パ
ク
米
出
荷
比

率
は
、「
な
な
つ
ぼ
し
」
15
・
３
％
、「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
は
27
・
１
％
（
７
・
４
％
以
下

を
含
め
る
と
87
・
６
％
）
と
低
タ
ン
パ
ク

米
の
出
荷
率
は
、
昨
年
よ
り
も
低
く
な
り

ま
し
た
。

　

６
月
の
低
温
で
初
期
に
窒
素
が
効
か
な

か
っ
た
う
え
、
７
～
８
月
の
好
天
で
窒
素

が
遅
れ
て
効
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
出
穂
期
頃
の
高
温
は
タ
ン
パ
ク
へ
の

影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　

白
未
熟
粒
が
多
い

　

全
道
的
に
も
白
未
熟
粒
は
多
い
傾
向
で

し
た
。
美
瑛
町
で
は
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
で

多
い
傾
向
で
し
た
。

　

白
未
熟
粒
は
、「
未
熟
」
の
名
の
と
お
り
、

澱
粉
の
詰
ま
り
が
悪
く
白
く
濁
っ
て
見
え

る
症
状
で
す

　

白
く
見
え
る
部
位
に
よ
っ
て
、「
乳
白
」、

「
腹
白
」、「
心
白
」、「
背
白
」、「
基
部
未
熟
」

等
と
分
類
さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
は
心
白

が
多
く
、
次
い
で
腹
白
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
州
で
は
、
白
未
熟
粒
＝
高
温
障
害
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
で
は
発
生
事

例
に
乏
し
く
、
研
究
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

発
生
要
因
も
複
雑
な
た
め
発
生
を
予
測
し

に
く
い
障
害
で
す
。　
　
　
　
　

（
１
）
気
象
条
件
に
よ
る
も
の

　

北
海
道
の
過
去
の
事
例
で
は
、
高
温
と

い
う
よ
り
も
夜
温
が
高
い
こ
と
と
、
日
照

不
足
と
が
同
時
に
お
こ
る
場
合
に
発
生
し

や
す
い
よ
う
で
す
。

　

平
成
28
年
は
台
風
の
影
響
で
８
月
４
～

５
半
旬
が
日
照
不
足
か
つ
夜
温
が
高
い
条

件
で
し
た
。

（
２
）
品
種
間
差
に
よ
る
も
の

　
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
や
「
き
た
く
り
ん
」

は
発
生
が
多
い
品
種
で
す
。

　
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
と
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で

は
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
で
多
い
傾
向
で
す
。

（
３
）
栽
培
条
件
に
よ
る
も
の

　
「
窒
素
過
多
（
分
げ
つ
過
剰
）」、「
干
ば

大雪地区
農業改良 普及センター

営農ガイド
EINOU     GUIDE

　

平
成
28
年
は
、
５
月
の
高
温
、
強
風

に
始
ま
り
、
６
月
の
低
温
日
照
不
足
、

８
月
の
台
風
と
、
気
象
に
翻
弄
さ
れ
た

１
年
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
林

水
産
省
が
12
月

２
日
に
発
表
し
た
道
内
の
水
稲
作
況
指

数
は
、
１
０
２
の
「
や
や
良
」
と
な
り

ま
し
た
。
平
年
を
上
回
る
の
は
６
年
連

続
と
の
こ
と
で
す
。 平

成
28
年
の
水
稲
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

一
方
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
収

量
は
「
平
年
並
」
や
「
や
や
少
な
め
」

で
あ
り
、「
歩
留
ま
り
が
悪
く
屑
米
が

多
い
」
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

品
質
は
、
高
タ
ン
パ
ク
化
や
白
未
熟

粒
の
混
入
で

低
下
す
る
傾

向
で
し
た
。

　

平
成
28
年
の
収
量
・
品
質
に
与
え
た

要
因
と
次
年
度
に
向
け
た
対
策
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
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つ
」、「
登
熟
後
半
の
窒
素
不
足
（
基
部
未

熟
粒
の
み
）」、「
刈
遅
れ
」
な
ど
で
多
発
し

ま
す
。

　

平
成
28
年
は
、
７
月
の
好
天
に
よ
る
「
分

げ
つ
過
剰
」
が
白
未
熟
粒
の
発
生
を
加
速

さ
せ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
平
成
28
年
に
多
か
っ
た
「
心
白
」

は
、
強
勢
穎
花
で
発
生
す
る
の
で
適
期
収

穫
で
も
取
り
除
く
の
は
困
難
で
す
。

（
４
）
病
害
に
よ
る
も
の

　

い
も
ち
病
や
紋
枯
病
で
も
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
。
平
成
28
年
は
、
い
も
ち
病
は

無
か
っ
た
の
で
、「
隣
の
農
家
は
一
等
な
の

に
我
が
家
だ
け
白
未
熟
粒
で
落
等
」
と
い
っ

た
場
合
は
、
紋
枯
病
の
発
生
も
疑
い
水
田

を
良
く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

　
４　

次
年
度
に
向
け
て

　
　

水
稲
生
産
費
を
算
出
し
よ
う
！

　
「
我
が
家
は
、
米
１
俵
を
作
る
の
に
い
く

ら
か
か
る
の
か
」
を
知
る
こ
と
は
、
今
後

の
稲
作
経
営
の
舵
取
り
を
行
う
上
で
大
変

重
要
で
す
。

　

平
成
30
年
か
ら
は
、
国
内
の
米
生
産
は

新
た
な
局
面
を
迎
え
ま
す
。
国
に
よ
る
生

産
調
整
が
廃
止
さ
れ
自
由
作
付
の
時
代
と

な
り
ま
す
。
北
海
道
は
独
自
の
需
給
調
整

を
行
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
全
国
的
に
は
、

生
産
過
剰
や
産
地
淘
汰
も
い
な
め
ま
せ
ん
。

よ
り
市
場
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

米
作
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
っ

て
一
戸
あ
た
り
水
稲
面
積
は
増
加
す
る
傾

向
で
す
。
美
瑛
町
で
も
15
～
20
㌶
規
模
が

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
省
力
化
や
さ
ら
に

面
積
を
拡
大
す
る
た
め
新
た
な
機
械
・
施

設
投
資
を
行
う
場
合
に
は
再
投
資
の
見
極

め
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

米
は
、
他
の
作
物
に
比
べ
高
コ
ス
ト
な

作
物
で
す
。
我
が
家
の
水
稲
生
産
費
を
知

る
こ
と
は
、
今
後
の
経
営
展
開
の
手
助
け

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
冬
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
北
海
道
の
米
生
産
費
（
10
㌃
当

た
り
、
１
俵
当
た
り
、
規
模
別
）
は
、
農

林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

表 1　大雪地区作況ほ収量構成要素及び収量

成苗ななつぼし 平成 28 年 平年 対比（％）

㎡当穂数（本） 517 616 84

一穂籾数（粒） 52.2 54.4 96

㎡当総籾数（粒） 27,023 33,559 81

稔実歩合（％） 96.4 94.7 102

㎡当稔実籾数（粒） 26,045 31,783 82

千粒量（ｇ） 23.1 22.9 101

精玄米重（kg/10a）
（篩い目 1.9mm） 613 649 94

※籾数が少なく、収量は劣った

表 2　作業期節　及び　生育期節   
＜作業期節　：　大雪地区（３町）＞

項目 は種始 は種期 は種終 移植始 移植期 移植終 収穫始 収穫期 収穫終

本年 4月13日 4月17日 4月23日 5月17日 5月21日 5月26日 9月17日 9月25日 10月5日

平年 4月12日 4月17日 4月22日 5月19日 5月23日 5月27日 9月12日 9月19日 9月28日

差 遅1 0 遅1 早2 早2 早1 遅5 遅6 遅7

＜生育期節　：　大雪地区（３町）　成苗ななつぼし＞

項目 出芽期 活着期 分げつ始 幼穂形成期 止葉期 出穂始 出穂期 出穂揃 成熟期

本年 4月24日 5月25日 6月7日 6月29日 7月18日 7月24日 7月29日 8月2日 9月14日

平年 4月23日 5月27日 6月4日 6月25日 7月13日 7月19日 7月24日 7月28日 9月11日

差 遅1 早2 遅3 遅4 遅5 遅5 遅5 遅5 遅3

※６月の低温の影響が、成熟期まで響いた。

表３　平成 28 年の気象が 生育に及ぼした影響

時期 ５月３～６半旬 ５月５～６半旬 ６月１～４半旬 ７月全般 ７月下旬～８月上旬 ８月４～５半旬

気象
高温多照

20℃超が 18 日間
（5/19 ～ 23 は

25℃超）

強風

（風速 10m/s
超４日間）

低温日照不足

（日照 0 ～ 2h/
日が 11 日間）

やや高めの
気温と多照 高温多照 高温日照不足

（台風の影響）

生育へ
の影響

苗の徒長・老化
分げつ不足

早期異常出穂

葉枯れ
（特に徒長苗）

深植え

生育停滞
苗代分げつ減少
高タンパク化

分げつ回復
分げつ過剰で

屑米多
高タンパク化

白未熟粒多発

浸冠水害と倒伏

対策 育苗日数の短縮
（目標 30 日）

強風での
移植避ける

茎数に応じた
深水管理

      

写真 1「苗の徒長」

写真 2「強風による葉枯れ」
徒長苗ほど枯れた（5/30 撮影）

写真 7「心白」
白未熟粒のうち最も多かった

写真 6「腹白」
2 番目に多かった

写真 3「ようやく、分げつ発生」
6 月 19 日からの天候回復と共に、３、4、
5葉目からの分げつが一斉に発生。（6/20
撮影）

写真 4「早期異常出穂」
7 月中旬、親穂が株元で出
穂移植が遅いほど、影響が
大きかった（5 月 3 ～ 6 半
旬の高温の影響）

写真 5「台風による倒伏」
倒伏した場合には収量品質が
低下
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果
菜
類

１　

ト
マ
ト

⑴
促
成
・
半
促
成
作
型

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
の
好
天

に
よ
り
着
果
・
肥
大
は
順
調
で
、
共
選
は

例
年
よ
り
10
日
程
早
く
５
月
16
日
の
開
始

と
な
り
ま
し
た
。
気
温
が
高
く
果
実
の
肥

大
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
や
、
融
雪
が
早

く
初
期
の
土
壌
水
分
が
不
足
気
味
に
推
移

し
た
影
響
も
あ
り
、
尻
腐
れ
果
が
低
段
位

に
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑵
抑
制
作
型

　

５
月
21
日
以
降
の
定
植
と
な
る
抑
制
作

　

平
成
28
年
は
、
融
雪
が
早
ま
り
ま
し
た
。
４
月
中
旬
は
曇
天
で
し
た
が
５

月
は
気
温
が
高
く
推
移
し
ま
し
た
。
６
月
は
低
温
、
曇
天
と
な
り
、
各
作
物

の
生
育
遅
れ
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
か
ら
８
月
は
気
温
が
高
く
な
り

ま
し
た
が
、
連
続
し
た
台
風
の
被
害
の
後
も
多
湿
条
件
が
続
き
、
農
作
物
の

管
理
に
苦
労
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

型
は
、
促
成
・
半
促
成
栽
培
同
様
に
土
壌

水
分
が
少
な
い
状
況
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
、
低
段
位
で
尻
腐
れ
果
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

全
体
で
平
成
28
年
度
は
前
年
対
比
約

１
１
５
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月

下
旬
の
台
風
に
よ
り
浸
水
し
た
圃
場
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
防
除
や
換
気
等
の
管
理

に
よ
り
生
育
障
害
や
病
害
の
拡
大
を
最
小

限
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑶
病
害
虫

　

病
害
は
、
６
月
上
旬
か
ら
下
旬
の
曇
天

と
降
雨
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
８

月
中
旬
以
降
、
灰
色
か
び
病
の
発
生
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
の
発
生
が
６
月
中
旬
と
７
月
上
旬
か
ら

下
旬
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
平
成
27
年
と
同

様
の
発
生
で
し
た
。

２　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）

　

は
種
作
業
は
例
年
よ
り
も
早
く
５
月
中

旬
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
芽
は
順
調
で

し
た
が
、
６
月
の
低
温
と
曇
天
に
よ
り
生

育
は
遅
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７
月
上
旬

か
ら
気
温
が
高
く
推
移
し
ま
し
た
が
、
収

穫
は
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
８
月
中
旬
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

細
身
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
や
や
劣
り
、
ま

た
先
端
不
稔
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

３　

さ
や
い
ん
げ
ん

　

は
種
時
期
は
前
年
並
の
５
月
20
日
頃
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
芽
後
の
生
育
は
、
６
月
の
低
温
、
曇

天
に
よ
り
、
遅
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
７

月
上
旬
以
降
、
天
候
回
復
が
あ
っ
た
も
の

の
収
穫
時
期
は
平
年
よ
り
遅
く
７
月
30
日

頃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
タ
ネ
バ
エ
の
被
害
に
よ
り
一

部
で
欠
株
の
多
い
圃
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　

莢さ
や

数か
ず

は
平
年
並
み
で
し
た
が
、
一
部
圃

場
で
欠
株
が
見
ら
れ
た
も
の
の
前
年
よ
り

多
収
と
な
り
ま
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　

ゆ
り
ね

　

４
月
下
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
初
期
生

育
は
順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

６
月
の
低
温
と
曇
天
、
８
月
の
台
風
で
地

域
に
よ
り
短
時
間
に
強
い
降
雨
が
見
ら
れ

た
も
の
の
、
相
対
的
に
玉
肥
大
は
順
調
に

経
過
し
ま
し
た
。

　

目
立
っ
た
病
害
虫
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
葉
先
枯
れ
が
一
部
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鱗
茎
さ
び
症
、
あ
ん

こ
症
の
発
生
が
若
干
見
ら
れ
ま
し
た
。

２　

た
ま
ね
ぎ

  

融
雪
が
早
く
、
直
播
は
早
い
圃
場
で
４
月

下
旬
に
始
ま
り
ま
し
た
。
移
植
は
５
月
上

中
旬
か
ら
圃
場
条
件
が
良
好
な
中
で
作
業

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
直
播
は
比
較
的
順

調
に
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
生
育
は
低

温
、
少
雨
の
影
響
を
受
け
、
遅
れ
た
も
の

の
球
肥
大
は
良
好
で
し
た
。
倒
伏
期
は
移

植
で
７
月
下
旬
～
８
月
上
旬
、
直
播
で
８

月
中
旬
と
な
り
、
14
日
後
を
目
処
に
肥
大

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
の
根
切
り
作
業
と

な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
は
、
移
植
で
は
９
月
上
旬
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
直
播
で
は
天
候
不
順
の

影
響
も
あ
り
、
９
月
下
旬
頃
か
ら
の
収
穫

と
な
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
地
域
に
よ
っ
て
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
の
被
害
が
見
ら
れ
、
移
植
栽
培
で
は

一
部
に
白
斑
葉
枯
病
の
発
生
が
目
立
ち
ま

し
た
。

洋
菜
類

１　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

融
雪
後
、
４
～
５
月
の
好
天
に
よ
り
収

穫
は
５
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
の
低
温
に

よ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
や
５
月
中
下

旬
の
強
風
に
よ
る
影
響
で
曲
が
り
が
一
部

で
あ
り
ま
し
た
。
収
穫
は
６
月
下
旬
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
低
温
の
影
響
も
あ
り
、

前
年
よ
り
収
穫
量
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
、
ジ
ュ
ウ
シ

ホ
シ
ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ

葉枯れ（強） 葉枯れ（軽） 差

穂数
（本 / 株） 17.0 26.0 △ 9.0
（本 /㎡） 381 582 △ 201

一穂籾数 （粒） 47.7 51.9 △ 4.2

総籾数
（粒 / 株） 805 1,347 △ 542
（粒 /㎡） 18,032 30,173 △ 12,141

推
定

千粒重 （g） 23.7 23.7 0.0
登熟歩合 （％） 85% 85% 0.0
精玄米重 （kg/10a） 363 608 △ 245

※葉枯れ（強）の株は、７月の好天でも茎数は挽回でき
なかった。籾数も不足した。

表４　５月下旬の強風による葉枯れ程度別の収量構成要
素（美瑛町、成苗ゆめぴりか、株当たり３本植、
同一圃場内での比較）野　菜
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平
成
28
年
度
は
、
10
月
の
長
雨
、
早
期
積
雪
で
平
年
よ
り
23
日
も
早
い
11

月
３
日
に
根
雪
始
と
な
り
、
大
豆
や
ば
れ
い
し
ょ
、
て
ん
さ
い
な
ど
ご
苦
労

さ
れ
な
が
ら
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

次
年
度
に
向
け
た
取
組
み
を
冬
期
間
中
に
ご
検
討
願
い
ま
す
。

　

現
在
、
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、
①
秋
ま
き
小
麦
の
雪
腐
病
、
②
は
種
床
等

造
成
時
の
砕
土
性
の
不
良
等
で
す
。
考
え
ら
れ
る
対
策
は
、
融
雪
促
進
に
よ

る
根
雪
期
間
の
短
縮
を
図
り
、
停
滞
水
の
除
去
と
と
も
に
圃
場
の
早
期
乾
燥

化
を
促
す
こ
と
で
す
。
春
以
降
の
作
業
が
良
い
条
件
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

併
せ
て
検
討
願
い
ま
す
。

れ
、
ヨ
ト
ウ
ガ
の
食
害
は
や
や
多
い
状
況

で
し
た
。
ま
た
、
斑
点
病
の
発
生
は
少
な

い
状
況
で
し
た
。

２　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

融
雪
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
定
植

時
期
は
例
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
６
月
の
低
温
に
よ
る
生
育
の
遅
れ

と
と
も
に
不
整
形
花
蕾
が
多
く
見
ら
れ
る

な
ど
品
質
に
影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
８

月
下
旬
以
降
に
収
穫
を
迎
え
た
作
型
で
は

長
雨
や
台
風
に
よ
る
湿
害
の
影
響
が
見
ら

れ
、
花
蕾
腐
敗
病
、
軟
腐
病
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

害
虫
で
は
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
発
生
量
は
少

な
く
コ
ナ
ガ
は
多
い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

畑　作
１　

秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

⑴
越
冬
後
の
生
育

  
融
雪
期
が
４
月
３
日
と
平
年
よ
り
８
日
早

く
な
り
、
起
生
期
も
６
日
早
ま
り
ま
し
た
。

４
月
末
の
一
時
的
な
低
温
・
少
雨
で
、
生

育
は
や
や
停
滞
し
ま
し
た
が
、
幼
穂
形
成

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
５
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
の
高
温
で
止
葉
期
は

７
日
早
ま
り
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低

温
で
出
穂
期
は
概
ね
平
年
並
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
出
穂
や
開
花
揃
に
期
間
を

要
し
、
生
育
は
徐
々
に
遅
れ
、
成
熟
期
は

２
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

草
丈
、
稈
長
は
生
育
期
間
が
や
や
長
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
平
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
茎
数
・
穂
数
は
起
生
期
追
肥
後
の
降

雨
に
よ
り
肥
効
が
高
ま
り
、
平
年
よ
り
多

く
な
り
ま
し
た
。

⑵
病
害
虫
の
発
生
状
況

  

う
ど
ん
こ
病
は
幼
穂
形
成
期
の
早
い
時

期
か
ら
見
ら
れ
、
発
生
量
も
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
上
位
葉
へ
の
発
生
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
赤
か
び
病
は
６
月
の
出
穂

開
花
前
後
の
曇
天
で
、
一
部
圃
場
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
連
作
圃
場
で
は
、

眼
紋
病
の
発
生
に
よ
る
倒
伏
や
立
枯
病
の

発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

追
肥
効
果
が
発
揮
さ
れ
穂
数
の
増
加
が

見
ら
れ
た
こ
と
、
乳
熟
期
か
ら
成
熟
期
の

気
温
の
日
較
差
（
最
高
気
温—

最
低
気
温
）

が
大
き
く
千
粒
重
が
重
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
平
年
を
大
き
く

上
回
る
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
倒

伏
が
少
な
く
、
適
期
適
量
は
種
と
春
以
降

の
適
正
な
施
肥
管
理
等
の
実
践
が
高
収
量

に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ま
す
。　

図２　春まき小麦の生育経過

表１　秋まき小麦の生育期節・農作業期（美瑛町作況）

項目
生育期節 農作業期

起生期 幼穂形成期 出穂期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終 収穫期間
本年 4月14日 5月7日 6月7日 7月23日 7月25日 7月31日 8月5日 11日間
平年 4月20日 5月11日 6月8日 7月21日 7月23日 7月27日 8月2日 10日間
遅速 早6日 早4日 早1日 遅2日 遅2日 遅4日 遅3日 遅1日

表２　秋まき小麦の収量構成要素（美瑛町作況）

項目
㎡当り １穂粒数 千粒重 子実重

穂数（本） ( 粒 ) (g) (kg/10a)
本年 609 33.8 43.9 904 
平年 564 31.1 40.3 642 

平年比 (%) 108 109 109 141 
※１穂粒数・千粒重は 2.3mm 篩い以上

  

図１　秋まき小麦の生育経過
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２　

春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

　
　
　
　
　
　
　
　

生
育
の
経
過

　

融
雪
は
早
ま
り
ま
し
た
が
、
４
月
中
旬

の
降
雨
で
、
は
種
期
は
平
年
よ
り
４
日
遅

れ
ま
し
た
。
は
種
後
、
気
温
が
高
く
推
移

し
た
た
め
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
１
日
遅

れ
、
止
葉
期
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
の
低
温
に
よ
り
出
穂
期
は
３
日
遅
れ
、

７
月
の
少
雨
傾
向
も
あ
り
、
生
育
は
停
滞

し
、
成
熟
期
も
３
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

草
丈
は
６
月
ま
で
平
年
を
上
回
る
傾
向
で

し
た
が
、
７
月
以
降
の
少
雨
に
よ
り
稈
長

は
短
く
な
り
ま
し
た
。
初
期
の
段
階
か
ら

分
げ
つ
が
進
み
、
茎
数
・
穂
数
は
平
年
よ

り
１
㎡
当
た
り
１
０
０
本
多
く
な
り
ま
し

た
（
13
ペ
ー
ジ
図
２)

。

⑵ 

病
害
虫
の
発
生
状
況

　

う
ど
ん
こ
病
は
平
成
27
年
と
同
様
、
出

穂
前
か
ら
発
生
し
、
防
除
対
応
に
よ
り
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ム
ギ
キ
モ

グ
リ
バ
エ
は
少
な
く
、
一
部
圃
場
で
ム
ギ

ク
ロ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
発
生
が
止
葉
を
中

心
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

  

分
げ
つ
が
促
進
さ
れ
、
茎
数
・
穂
数
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
止
葉
期
か
ら
出
穂
期

ま
で
の
生
育
日
数
が
長
く
な
っ
た
こ
と
で
、

例
年
、
遅
れ
穂
と
な
る
も
の
が
有
効
化
し

た
た
め
、
千
粒
重
の
低
下
に
伴
い
歩
留
低

下
と
な
り
ま
し
た
（
表
３
）。

３　

小
豆
（
き
た
の
お
と
め
）

⑴
生
育
の
経
過

　

５
月
は
少
雨
で
経
過
し
た
た
め
、
は
種

期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
出
芽

期
は
平
年
並
で
す
が
、
乾
燥
状
態
が
続
い

た
圃
場
で
は
出
芽
の
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
６
月
の
低
温
に
よ
り
初
期
生
育

（
草
丈
・
葉
数
）
は
遅
れ
、
開
花
期
で
は
７

日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
開
花
後
、
８
月
前

半
は
高
温
で
経
過
し
ま
し
た
が
、
降
雨
の

少
な
い
乾
燥
条
件
と
と
も
に
、
８
月
４
半

旬
か
ら
の
降
水
量
は
３
１
９
㎜
と
な
り
平

図３　小豆の草丈・葉数の推移

年
（
77
㎜
）
の
４
倍
と
な
り
、
成
熟
期
は

平
年
よ
り
６
日
遅
れ
ま
し
た
。

  

初
期
生
育
が
遅
れ
、
開
花
後
の
生
育
後
期

は
乾
燥
条
件
と
な
っ
た
た
め
、
葉
数
は
確

保
で
き
ま
し
た
が
、
草
丈
は
平
年
を
下
回

り
ま
し
た
。

⑵
病
害
虫
の
発
生
状
況

  

７
月
末
の
降
雨
以
降
、
一
時
的
に
過
湿

に
な
っ
た
ほ
場
で
は
、
茎
疫
病
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
菌
核
病
、
灰
色
か
び
病
は
少

な
い
状
況
で
し
た
が
、
８
月
中
旬
以
降
の

多
湿
条
件
で
炭
そ
病
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ツ
メ
ク
サ
ガ
等
の
鱗
翅
目
害
虫
は
平
年
よ

り
少
な
く
推
移
し
ま
し
た
が
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

⑶
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

開
花
か
ら
25
日
後
ま
で
に
莢
数
が
決
定

さ
れ
ま
す
が
、
降
水
量
が
平
年
の
３
倍
と

多
か
っ
た
た
め
落
花
等
も
あ
り
莢
数
は
少

な
く
、
過
湿
状
態
と
な
っ
た
た
め
登
熟
に

も
影
響
し
、
百
粒
重
は
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

表 3　春まき小麦の生育期節・農作業期 

項目
農作業期 生育期節 農作業期

は種始 は種期 は種終 出芽期 止葉期 出穂期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終 収穫期間
本年 4月22日 4月27日 5月2日 5月7日 6月12日 6月24日 8月7日 8月7日 8月10日 8月12日 5日間
平年 4月18日 4月23日 4月27日 5月6日 6月12日 6月21日 8月4日 8月4日 8月8日 8月13日 9日間
遅速 遅4日 遅4日 遅5日 遅１日 ±0 遅３日 遅３日 遅３日 遅２日 早１日 ±0

表４　春まき小麦の収量構成要素（美瑛町作況）

項目
㎡当り １穂粒数 千粒重 子実重 製品歩留

穂数（本） ( 粒 ) (g) (kg/10a) （％）
本年 652 23.5 38.6 502 85
平年 556 24.4 40.3 535 98

平年比 (%) 117 96 96 94 87
※１穂粒数・千粒重は 2.3mm 篩い以上

写真 1　積雪状況での大豆収穫跡

表５　小豆の生育期節・農作業期   

項目
農作業期 生育期節 農作業期
は種期 出芽期 開花期 成熟期 収穫期

本年 5月25日 6月7日 7月30日 9月13日 10月5日
平年 5月24日 6月7日 7月23日 9月7日 10月2日
遅速 遅１日 ±０ 遅７日 遅６日 遅３日

表６　小豆の収量構成要素    

項目 主茎節数 ㎡当莢数 一莢
内粒数

百粒重
（ｇ）

収量 
(kg/10a)

本年 13.4 344 6.1 10.8 254
平年 12.9 440 6.0 12.2 278

平年比 (%) 104 78 102 89 91 
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図 4　ばれいしょの生育経過（美瑛町作況ほ場）

４　

ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
）

⑴
生
育
の
経
過

　

４
月
下
旬
が
少
雨
に
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
植
付
作
業
は
平
年
よ
り
２
日
早
く
始

ま
り
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
は
気
温

が
高
め
に
推
移
し
た
た
め
、
萌
芽
期
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。
６
月
は
一
転
、
低

温
・
曇
天
傾
向
も
あ
り
茎
長
は
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
着
蕾
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な

り
ま
し
た
。
７
月
は
概
ね
平
年
並
に
経
過

し
、
茎
葉
黄
変
期
は
平
年
よ
り
１
日
遅
れ

ま
し
た
。

　

８
月
は
台
風
も
あ
り
ま
し
た
が
、
堀
取

り
可
能
な
圃
場
か
ら
随
時
進
み
、
平
年
よ

り
３
日
早
く
収
穫
期
と
な
り
、
そ
の
後
、

長
雨
と
早
期
積
雪
に
よ
り
非
常
に
苦
労
し

た
年
次
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

６
月
の
低
温
曇
天
傾
向
は
、
疫
病
の
発

生
し
や
す
い
環
境
と
な
り
、
前
年
、
発
生

し
た
近
隣
圃
場
で
は
早
く
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
軟
腐
病
の
発
生
も
平
年
よ
り
多
く
な

り
、
塊
茎
形
成
期
前
後
の
多
湿
条
件
で
多

く
な
る
粉
状
そ
う
か
病
が
男
爵
を
中
心
に

見
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

着
蕾
か
ら
開
花
ま
で
の
塊
茎
形
成
期
に

は
、
土
壌
水
分
が
確
保
で
き
た
た
め
、
平

年
よ
り
い
も
数
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
８

月
１
日
現
在
で
は
平
年
よ
り
も
１
個
重
が

大
き
い
状
況
で
し
た
が
、
上
旬
の
少
雨
の

の
影
響
も
あ
り
塊
茎
の
肥
大
は
緩
慢
に
な

り
、
早
生
系
の
品
種
に
と
っ
て
は
後
半
の

肥
大
に
は
不
利
な
条
件
で
、
平
年
並
の
１

個
重
と
な
り
ま
し
た
。

⑷
次
年
度
の
対
応

  

疫
病
は
、「
ば
れ
い
し
ょ
疫
病
初
発
生

予
測
シ
ス
テ
ム
（FLA

B
S

）」
を
参
考
に
、

効
果
的
な
薬
剤
を
活
用
し
た
初
期
防
除
を

徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

粉
状
そ
う
か
病
は
、
土
壌
菌
で
あ
る
た
め

輪
作
の
励
行
と
と
も
に
、
多
湿
条
件
で
発

生
を
助
長
し
ま
す
の
で
排
水
対
策
の
実
施

や
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
植
付
前
の
殺
菌

剤
散
布
の
検
討
が
必
要
で
す
。

５　

て
ん
さ
い

⑴
生
育
の
経
過

　

は
種
作
業
は
、
移
植
時
期
か
ら
逆
算
し

て
実
施
す
る
た
め
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

移
植
作
業
は
、
４
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
が
、
少
量
で
は
あ
っ
た
も
の
の
降
雨

に
よ
り
、
移
植
期
は
平
年
よ
り
２
日
遅
く

な
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か

写真 2　1 ケ月早い積雪で苦労した馬鈴しょ収穫
（㈱カルビーポテト提供）

表７　ばれいしょの生育期節・農作業期（美瑛町作況）   

項目
農作業期 生育期節 農作業期

植付期 萌芽期 着蕾期 開花期 終花期 茎葉黄変期 収穫期

本年 5月10日 5月27日 6月14日 6月28日 7月13日 8月8日 9月15日

平年 5月12日 6月1日 6月15日 6月28日 7月13日 8月7日 9月18日

遅速 早２日 早５日 早１日 ±０ ±０ 遅１日 早３日

表８　ばれいしょのいも数・１個重（男爵）  
項目 株当上いも数 上いも１個重
本年 11.6 97 
平年 9.2 96 

平年比 (%) 126 101
 

け
て
高
温
で
経
過
し
た
た
め
活
着
は
比
較

的
良
好
で
し
た
が
、
中
旬
の
風
害
に
よ
り

一
部
地
域
で
生
育
停
滞
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
上
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
平
年
よ
り

気
温
が
や
や
低
く
推
移
し
た
た
め
根
部
肥

大
は
や
や
緩
慢
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が

概
ね
平
年
並
に
経
過
し
ま
し
た
。
生
育
後

半
の
８
月
上
旬
は
少
雨
、
中
旬
以
降
は
台

風
に
よ
り
降
水
量
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

気
温
が
高
く
経
過
し
た
た
め
、
根
周
は
平

年
並
と
な
り
ま
し
た
。

   

収
穫
期
は
早
く
な
り
ま
し
た
が
、
10
月

下
旬
以
降
の
降
雨
や
早
期
積
雪
に
よ
り
、

収
穫
終
は
、
平
年
よ
り
12
日
遅
れ
の
11
月

９
日
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
積
雪
状
態

の
中
、
収
穫
時
に
畦
を
見
極
め
る
た
め
の

工
程
（
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
走

行
路
の
確
保
）
等
の
前
処
理
後
、
堅
め
の

ク
リ
ー
ナ
ー
を
装
着
等
、
工
夫
を
し
な
が

ら
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
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⑵
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　
 

移
植
～
６
月
下
旬
ま
で
の
気
温
が
高
い

と
初
期
生
育
の
確
保
か
ら
根
重
が
重
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
８
月
以
降

の
気
温
上
昇
、
多
雨
、
日
照
不
足
は
糖
分

の
低
下
を
招
き
ま
す
。

　

糖
分
は
気
温
や
降
雨
の
影
響
か
ら
前
年

よ
り
や
や
低
く
な
り
ま
し
た
が
、
全
般
を

通
し
て
病
害
虫
の
被
害
も
少
な
く
、
初
期

生
育
も
概
ね
平
年
並
に
確
保
で
き
た
こ
と

か
ら
根
重
は
平
年
の
１
１
１
％
、
糖
量
で

１
０
８
％
と
多
収
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
先
の
風
害
や
台
風
、
秋
の
長
雨
、
早

期
積
雪
等
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生

産
者
の
方
々
や
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
高
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
も
高

収
量
高
糖
分
に
向
け
て
、
春
先
の
圃
場
の

乾
燥
化
を
進
め
る
た
め
融
雪
促
進
を
図
り
、

圃
場
条
件
の
良
好
な
状
態
で
移
植
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

表９　てんさいの農作業期       

項目 は種期 移植始 移植期 移植終 収穫始 収穫期 収穫終

本年 3 月 14 日 5 月 2 日 5 月 9 日 5 月 15 日 10 月 15 日 10 月 18 日 11 月 9 日

平年 3 月 15 日 5 月 2 日 5 月 7 日 5 月 15 日 10 月 10 日 10 月 23 日 10 月 28 日

遅速 早１日 ±０ 遅２日 ±０ 遅５日 早５日 遅１２日

表 10　てんさい生産実績と積算気温    

項目 
年次

根重 
（kg/10a)

根中糖分 
（％）

糖量 
（kg/10a)

移植期～６月下旬 
積算平均気温（℃）

平成 24 年 6,702 14.8% 992 790

平成 25 年 5,823 16.2% 942 677

平成 26 年 6,802 17.4% 1472 900

平成 27 年 6,934 17.3% 1196 826

平成 28 年 6,747 16.1% 1,086 839

平年 6,103 16.4% 1,005 748

平年対比 111％ 98％ 108％ ＋ 91℃

※根重、根中糖分は美瑛町平均（日本甜菜調）

   

写真 3　てんさいの収穫作業

図 5　てんさいの生育経過

ス
ノ
ー
ア
ッ
プ
ル

　

冬
の
日
本
海
側
は
、
世
界
の
中
で

も
雪
の
量
が
多
い
地
域
で
す
。
冬
の

間
、
農
作
業
が
で
き
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
雪
が
た
く
さ
ん
積

も
っ
て
い
る
こ
と
を
逆
手
に
取
っ
た

農
産
物
も
あ
り
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
の
生
産
が
盛
ん
な
長
野
県

の
菅
平
（
す
が
だ
い
ら
）
で
は
、
11

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
雪
が
降
り
や

す
く
、
１
ｍ
以
上
の
雪
が
積
も
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
菅
平
で

は
、
秋
に
収
穫
し
た
リ
ン
ゴ
を
雪
の

中
で
保
存
し
、
春
に
販
売
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も
ス
ノ
ー
ア
ッ

プ
ル
で
す
。
雪
の
中
は
温
度
が
０
度

か
ら
１
度
く
ら
い
、
湿
度
は
90
％
に

保
た
れ
ま
す
。
温
度
が
０
度
く
ら
い

で
も
リ
ン
ゴ
は
凍
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
よ
り
も
、

み
ず
み
ず
し
さ
が
保
た
れ
、
甘
味
も

濃
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
雪
下
に
ん
じ
ん
」
な
ど
、
雪
の
下

で
甘
味
を
増
す
農
作
物
は
他
に
も
あ

り
ま
す
。
電
気
も
使
わ
ず
、
エ
コ
な

保
存
方
法
で
、
春
に
も
お
い
し
い
果

物
や
野
菜
が
食
べ
ら
れ
た
ら
い
い
で

す
ね
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
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輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

昨
年
は
、
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
に
よ
る
豪

雨
災
害
、
秋
の
早
い
積
雪
な
ど
、
大
き
な
被

害
や
影
響
が
発
生
し
、
ご
苦
労
の
多
い
年
と

な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
地
域
の
方
々
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
通
常
ど
お
り
の
営
農

活
動
が
一
日
も
早
く
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

  

さ
て
、
日
本
全
体
が
高
齢
化
に
向
か
う

中
、
農
産
物
の
生
産
に
従
事
す
る
高
齢
者
の

方
は
一
般
の
方
に
比
べ
て
医
療
費
が
２
割
下

回
り
、
健
康
寿
命
が
長
い
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
農
業
者
の
７
割
が
60
歳
以
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、
24
年
後
に
は

高
齢
化
率
が
40
％
に
達
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
世
帯
当
た
り
の
家
族
数
が
減

少
傾
向
で
北
海
道
で
は
単
独
・
夫
婦
の
み
世

帯
が
約
74
％
と
減
少
が
続
き
、
年
金
生
活
者

の
増
加
や
年
金
支
給
の
減
額
な
ど
農
産
物
の

生
産
側
と
消
費
側
の
双
方
に
様
々
な
構
造
変

知恵を集めて
　さらに前進の年に
  

上川農業改良普及センター大雪支所

  　　　　支所長　川　口　招　宏

化
が
顕
著
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

  

国
内
情
勢
の
変
化
に
加
え
、
農
畜
産
物
流

通
の
国
際
化
は
少
な
か
ら
ず
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
国
際
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場

面
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入

を
含
め
た
担
い
手
不
足
の
対
策
や
省
力
化
栽

培
へ
の
移
行
、
経
営
の
多
角
化
に
よ
る
安
定

経
営
な
ど
、
今
後
に
向
け
て
の
経
営
戦
略
が

数
多
く
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
対
策
を
実
行
・
実
現
す
る
た
め
の
土
台
づ

く
り
が
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。
そ
の
土
台
と

は
、
「
経
営
判
断
が
で
き
る
こ
と
」
で
す
。

経
営
は
継
続
し
た
「
投
資
」
「
回
収
」
の
仕

組
み
と
そ
の
活
動
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
に
投
資
（
機
械

費
、
人
件
費
、
肥
料
な
ど
の
直
接
費
）
し
た

際
、
ど
れ
だ
け
回
収
で
き
た
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
収
量
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
経
費
を
検

討
す
る
。
経
費
が
下
が
ら
な
け
れ
ば
収
量
増

を
目
指
す
。
こ
の
検
討
を
進
め
る
た
め
に
は

「
数
字
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

数
字
を
利
用
し
た
経
営
戦
略
を
立
て
る
際

は
、
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
女
性
農
業

者
の
存
在
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
経
営

者
と
一
緒
に
営
農
活
動
を
し
て
い
る
女
性
農

業
者
で
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
情
報
が
沢
山

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
篤
農
家
と
さ
れ
る
方
々
は
、
実

績
数
字
の
分
析
に
基
づ
い
た
改
善
策
を
営
農

計
画
に
反
映
し
、
営
農
期
間
中
に
修
正
し
な

が
ら
営
農
活
動
を
実
践
し
て
い
る
事
例
が
多

く
を
占
め
ま
す
。
そ
の
際
、
計
画
作
成
か
ら

具
体
的
に
女
性
農
業
者
が
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
、
生
産
や
消
費
環
境
が
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
の
か
非
常
に
不
透
明
な
状
況
に
加

え
、
気
象
変
動
が
も
た
ら
す
農
業
災
害
の
増

加
な
ど
安
定
経
営
に
向
け
た
判
断
は
さ
ら
に

困
難
性
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
自
己
の
経

営
把
握
の
精
度
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
足
腰

の
強
い
経
営
体
に
さ
ら
に
近
づ
く
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
き
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

本年もよろしく
お願い致します

支所長	 　

　　　川　口　招　宏
地域第一係長	 　

　　　外　山　直　樹
地域第二係長	 　

　　　伊與田　ま　や
指導主任	 　

　　　田　中　米　子
専門普及指導員	 　

　　　吉　田　純　子
専門普及指導員	 　

　　　岡　元　克　憲
専門普及指導員	 　

　　　新　井　菊　江
専門普及指導員	 　

　　　工　藤　淑　郎
調査員	 　

　　　遠　藤　成　典
普及職員	 　

　　　中　野　寛　之
（敬称略）

年頭のごあいさつ
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Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
秋
の
恵
み
に

感
謝
カ
ン
ゲ
キ
！
北
海
道
農
業
応

援
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
！
」（
11
月
３
日
）

を
通
し
て
、
農
業
の
魅
力
を
一
日

中
発
信
し
続
け
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
４
，
５
６
６
件
。

内
田
副
会
長
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
つ
い

て
お
話
を
さ
れ
た
、
カ
ー
ナ
ビ
ラ
ジ
オ
公
開
生
放

送
に
は
、
の
べ
４
０
０
名
が
来
場
と
、
大
盛
況
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
で

は
、
道
内
の
生
産
者
や
直
売
所
を
巡
る
中
継
キ
ャ

ラ
バ
ン
等
の
期
間
限
定
お
宝
画
像
も
発
信
。
地

域
と
の
繋
が
り
が
感
じ

ら
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー

５
５
０
万
人
づ
く
り
へ

の
貴
重
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

全
道
の
ホ
ク
レ
ン
Ｓ
Ｓ
で
平
成

28
年
７
月
～
９
月
に
展
開
し
た

「
２
０
１
６
『
ラ
ブ
＆
ハ
ー
ト
』
チ
ャ

リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
と

一
部
売
上
の
、
総
額
３
０
０
万
円
を
北
海
道
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
託
し
ま
し
た
。
今
年
で
35
回
目

の
当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
社

会
貢
献
活
動「
ホ
ク
レ
ン
シ
ー

ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。

道
内
約
７
８
０
の
児
童
保
育

施
設
に
、
絵
本
や
文
学
書
の

購
入
費
用
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
。

　

11
月
に
農
業
経
営
者
支
援
の
一
環

と
し
て
「
農
業
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
。

　

｢

あ
ぐ
り
王
国｣

の
森
崎
博
之

氏
が
所
属
す
る
㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス

キ
ュ
ー 

鈴
井
代
表
に｢

道
内
農
業
の
魅
力
の
再

発
見
と
発
信｣

を
、
学
習
院
女
子
大
学 

江
口
名

誉
教
授
に｢

道
内
農
業
に
求
め

ら
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想

｣

を
講
演
頂
き
、
参
加
者
か
ら

は｢

農
業
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
得

た｣

「
農
業
の
魅
力
を
探
求
す

る
姿
に
感
銘
を
受
け
た
」
等
好

評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

生
命
共
済
と
傷
害
共
済
で
、
入
院
・
通
院
共
済

金
を
ご
請
求
し
て
い
た
だ
く
場
合
、
診
断
書
取
得
・

提
出
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
所
定
の
条
件

を
満
た
せ
ば
「
治
療
報
告
書
制
度
」
に
よ
る
自
己

申
告
と
領
収
書
提
出
の
み
で
共
済
金
を
ご
請
求
い

た
だ
け
ま
す
。

　

病
院
で
診
断
書
を
取
得
す
る
手
間
や
費
用
負
担

も
無
く
な
り
、
共
済
金
ご
請
求
ま
で
の
時
間
が
短

縮
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
ご
加
入

先
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
日
に
時
間
が
と
れ
な
い
方
へ
、

完
全
予
約
制
の
土
曜
日
健
診
を
開

始
し
ま
し
た
。

【
旭
川
】
毎
月
第
２
・
４
土
曜
“
土

曜
ド
ッ
ク
”
を
実
施
。（
男
性
対
象
・
各
種
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
可
能
）
随
時
予
約
受
付
中
で
す
の

で
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
℡

０
１
６
６-

33-

７
１
７
１
）

【
札
幌
】
毎
月
第
２
土
曜
に
“
膵
臓
・
胆
の
う

ド
ッ
ク
”
を
実
施
中
。（
℡
０
１
１-

２
５
１-

５
７
１
３
）

【
帯
広
】
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
“
脳
ド
ッ
ク
”
を
平

成
29
年
１
月
よ
り
毎
月
第
２
土
曜
に
実
施
い
た
し

ま
す
。（
℡
０
１
５
５-

24-

４
１
６
１
）

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン
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　年が明けてもどうしても見過ごせない出来事
は、昨年 12 月 9 日参議院ＴＰＰ特例委員会本会
議でＴＰＰ協定案及関連法案が賛成多数で可決
成立したことである。これにより日本国内での
批准手続きが完了した。
　ＪＡ北海道グループは、平成 22 年に日本が参
加表明をして以降、道内経済・消費者・医療・労働・
１次産業などオール北海道でＴＰＰは国民の生
活に大きな影響を及ぼす問題であることを強調
し、持続可能な北海道農業が図れるような強力
な運動を展開してきた。
　しかしながらＴＰＰに対する生産者の不安は
何ひとつ払しょくされておらず、国民の求めて
いる十分かつ丁寧な国会審議よりも日本におけ
る批准手続きを優先した政府・国会の姿勢は、
甚だ残念でならない。米国の次期大統領はすで
にＴＰＰの脱退を表明し、発効のメドも立って
いないことからも、今後は日米での２国間交渉
や日ＥＵ・ＥＰＡなど他の貿易交渉が加速する
と想定される。今後の成り行きに注意をしなけ
ればならないが、ＪＡグループとしては生産者
の営農と生活を第一に守ること、持続可能な北
海道農業の確立を全力で行うことを確認してい
る。
　先月９日、慶応義塾大学の金子勝教授の講演
が札幌市内で行われた。
　同氏は、ＴＰＰの内容を国会で通すというこ
とは以後、あらゆる貿易交渉がこれをベンチマ
ーク（指標）にして、それ以下になるように交
渉が進められることであり、これは非常に深刻
な問題と指摘。「米韓ＦＴＡ」では一度批准した
後にアメリカ議会が再協議を求め、結果的に豚
肉農家は壊滅的な打撃を受けた。またＩＳＤ条
項を適用した米国の投資ファンドによる韓国政
府に対する５，０００億円の賠償請求が行われて
いるという実態が報告されている。
　農業に限らず製造業もサービス業も金融も深
刻な打撃を受けている。国会承認はそのような
ことを「受け入れＯＫ」と容認しているとし、
交渉参加国の議会はどこも批准していないのに、
なぜ日本だけが急ぐのか理解出来ないと諦め括
った。

ＴＰＰ国会承認に警鐘

発効しなくても「極めて危険」

　

平
成
30
年
を
目
標
年
度
と
す
る
小
麦

の
生
産
面
積
は
３
、
１
０
７
㌶
（
種
子

含
）
を
め
ざ
し
て
お
り
、
経
営
安
定
対

策
に
関
連
す
る
直
接
所
得
と
連
動
し
て

い
ま
す
。
26
年
以
降
の
作
付
は
３
、

２
０
０
㌶
台
を
超
え
、
作
付
占
有
率
は

約
28
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
小
麦
作
付
志
向
が
高
ま
る

中
で
の
28
年
８
月
の
連
続
し
た
台
風
は

美
瑛
町
を
直
撃
し
、
水
田
や
畑
作
物
等

を
冠
水
さ
せ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
に
お
い

て
は
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
類
が
浸

水
被
害
を
受
け
、
深
刻
な
打
撃
を
被
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
施
設
の
北
側
の
受
入
口
ホ
ッ
パ
ー

は
１
番
か
ら
５
番
ま
で
浸
水
を
受
け
た

ほ
か
、
受
入
麦
類
の
搬
送
過
程
で
地
下

部
を
通
過
す
る
構
造
か
ら
地
上
部
、
地

下
部
全
て
の
設
備
が
浸
水
し
た
経
過
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
生
産
調
製
施
設
の
性
格

も
も
つ
こ
と
か
ら
も
組
合
員
経
済
へ
の

影
響
を
最
少
限
に
抑
え
る
た
め
、
復
旧

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
被
害
に

遭
っ
た
施
設
は
昭
和
44
年
の
第1

次
構
造

改
善
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
都
度
増
強

を
繰
り
返
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
度
台
風
９
号
に
よ
る
被
害
対
策
に

係
る
国
の
措
置
で
「
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
」
に
よ
る
施
設
整
備
（
取
得
）

が
可
能
と
な
り
、
特
例
対
策
に
よ
る
事

業
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
復
旧
を
早
期
に
図
る
と
と
も

に
工
事
後
の
有
効
活
用
と
併
せ
、
動
力

費
等
の
節
減
を
め
ざ
し
な
が
ら
施
設
利

用
料
負
担
の
抑
制
に
向
け
る
内
容
で

す
。

　

総
代
会
で
は
書
面
に
よ
る
施
設
取
得

が
圧
倒
的
な
多
数
で
認
め
ら
れ
、
当
Ｊ

Ａ
総
代
会
議
事
運
営
規
程
に
従
い
書
面

議
決
の
賛
否
確
認
の
上
、
賛
成
多
数
で

提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
固
定
資
産
の
取
得
に
係
る
承

認
内
容
は
別
表
の
通
り
で
す
。

主力の美瑛産小麦
施設増強に臨時総代会承認

事
業
名　

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

　
　
　
（
平
成
28
年
度
台
風
被
害
対
策
）

事
業
内
容　

穀
類
乾
燥
調
製
施
設
工
事

　
　
　
　
　
（
美
瑛
町
大
町
４
丁
目
）

事
業
量　
　

荷
受
設
備
５
基

　
　
　
　
　

乾
燥
設
備
７
基

　
　
　
　
　

調
製
設
備
５
式
他

事
業
費　

１
，
３
７
８
，
８
５
５
千
円
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新
年
の　
　

ご
あ
い
さ
つ

若
い
力
で  

広
げ
よ
う  

協
同
の
輪

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
当
青
年
部
活
動
に
対

し
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
順
調
な
融

雪
で
春
作
業
こ
そ
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し

た
が
、
６
月
か
ら
の
低
温
・
著
し
い
気
温

の
変
化
や
台
風
に
よ
る
被
害
、
収
穫
時
期

に
は
早
過
ぎ
る
積
雪
で
、
何
か
と
天
候
に

左
右
さ
れ
自
然
の
厳
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

青年部部長　

　中野　隼太

れ
る
一
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
我
々
青
年
部
の
活
動
と
致
し
ま

し
て
は
、
研
修
会
や
視
察
研
修
な
ど
で
農

業
に
関
す
る
視
野
を
広
げ
、
運
動
会
・
交

流
会
で
は
、
部
員
同
士
の
親
交
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
の
一
つ
と
し
て
６
年
ぶ
り

に
中
古
農
機
具
展
示
即
売
会
を
開
催
し
、

農
機
具
の
有
効
利
用
や
組
合
員
の
皆
様
に

青
年
部
員
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
を
作

る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
Ｊ
Ａ
や
美
瑛
町
農
業
発

展
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
こ
そ
が

青
年
部
本
来
の
役
割
だ
と
い
う
こ
と
を
今

一
度
念
頭
に
置
き
、
今
後
の
事
業
運
営
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
変
不
慣
れ
な

青
年
部
運
営
で
、
迷
惑
や
不
快
な
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
反
省
し
つ
つ
今
後
の
青

年
部
活
動
や
地
域
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
不
慣
れ
な
私
に
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
部
員
、
役
員
、

事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
複
数
の
台
風
が
北
海
道
に
上
陸

す
る
異
常
な
気
象
で
、
美
瑛
町
で
も
水
害

に
よ
り
、
浸
水
や
洗
掘
に
よ
る
農
地
の
被

害
、
作
物
の
被
害
、
Ｊ
Ａ
の
施
設
も
浸
水

す
る
な
ど
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
根

雪
が
10
月
末
と
早
く
、
農
作
物
の
収
穫
や

後
片
付
け
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
年
に
な
り

ま
し
た
。

女性部部長　

　坂田　友子

活動体験を
  地域や家庭に

　

そ
の
よ
う
な
中
、
女
性
部
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
の
町
外
研
修
で
は
劇
団
四
季
札
幌

公
演
「
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
」
の
観
劇
を
実
施
し
、

多
く
の
部
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
10
月
に
は
「
か
み
か
わ
秋
の

大
収
穫
祭
」
で
、
カ
レ
ー
作
り
、
農
産
物

の
販
売
Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
「
お
に
ぎ
り
を
握
っ

て
ギ
ネ
ス
記
録
へ
の
挑
戦
」
な
ど
初
め
て

の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10

月
末
に
愛
別
町
で
開
催
さ
れ
た
管
内
女
性

部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
は
「
軽
ト
ラ
マ

ル
シ
ェ
に
よ
る
町
お
こ
し
」
と
題
し
た
剣

淵
町
の
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
代
表
の
高
橋

朋
一
様
の
講
演
で
、
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
が

出
来
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
か
ら
あ
き
ら
め

な
い
で
や
り
通
す
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
午
後
は
キ
ノ
ッ
ピ
ー
人
形

劇
団
に
よ
る
人
形
劇
鑑
賞
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
大

会
・
家
の
光
大
会
で
は
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演

で
今
ま
で
の
自
分
の
生
き
方
を
振
り
返
っ

て
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
前
向
き
に
考
え

て
み
よ
う
と
思
え
る
お
話
で
し
た
。

　

家
の
光
記
事
活
用
体
験
で
は
記
事
を
参

考
に
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
全
道
各
地
か
ら
参
加

さ
れ
た
女
性
部
員
の
方
々
と
交
流
を
深
め

           絆を強く 
         　    青年組織の
　　　　　　役割発揮を
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る
こ
と
が
で
き
、
女
性
部
員
の
中
に
は
多

く
の
正
組
合
員
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
と

て
も
刺
激
的
で
驚
き
ま
し
た
。

　

12
月
の
食
育
事
業
で
は
普
段
接
す
る
こ

と
の
少
な
い
小
学
生
と
触
れ
あ
え
た
こ
と

は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
月
に
行
う
冬
期
研
修
会
で

は
「
調
体
体
操
」
の
講
習
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
日
頃
酷
使
し
て
い
る
肩
や
腰
を

「
調
体
体
操
」
で
揉
み
ほ
ぐ
し
、
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
交
流
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

青
年
部
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
皆

様
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
任
期
を
役
員
一
同
精
一
杯
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
が
皆
様
に

と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
役
員
、
部
員
、

事
務
局
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
夏
の
猛
暑
か
ら
は
じ
ま
り
、
台

風
直
撃
、
例
年
に
な
く
早
い
降
雪
と
、
一

年
を
振
り
返
る
と
私
た
ち
農
家
に
と
っ
て
、

試
練
が
多
い
年
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
仕

事
の
合
間
に
も
、夏
の
研
修
で
は
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
作
成
、
そ
の
後
ア
ス
ペ
ル

ジ
ュ
で
美
味
し
い
料
理
を
囲
ん
で
お
し
ゃ

フレッシュミセス会
会長　　

　藤原　よしみ

べ
り
を
し
、
作
業
の
合
間
の
ご
褒
美
に
美

味
し
い
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
と
共
に
行
っ
た
食
育
事
業
で
は
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
田
植
え
、
稲
刈
り

体
験
。
お
に
ぎ
ら
ず
、
豚
汁
、
米
粉
プ
リ

ン
な
ど
の
調
理
実
習
。
子
ど
も
た
ち
と
共

に
、
一
年
間
一
緒
に
体
験
さ
せ
て
も
ら
う

と
、
色
々
と
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

日
頃
、
畑
で
草
取
り
や
収
穫
と
畑
だ
け

で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
狭
い
世
界
の
中

に
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

私
た
ち
が
作
っ
た
野
菜
が
出
荷
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
売
ろ
う
か
と
考
え
て

く
れ
る
人
が
い
て
、
そ
し
て
販
売
し
て
く

れ
る
人
が
い
て
、
そ
の
野
菜
を
料
理
し
、

食
べ
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
美
瑛
産
の
野

菜
と
い
う
の
は
農
家
だ
け
で
は
な
く
、
み

ん
な
の
力
が
一
つ
に
な
っ
て
外
の
世
界
に

旅
立
っ
て
行
く
の
だ
と
思
う
と
、
世
界
が

広
が
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

私
た
ち
生
産
者
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る

「
い
い
作
物
を
作
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
先

に
は
色
々
な
人
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
良
い
作
物
を
子
ど
も
た

ち
や
皆
さ
ん
に
、
自
信
を
持
っ
て
提
供
で
き

る
よ
う
に
私
も
一
生
懸
命
頑
張
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
」
そ
ん
な
こ
と
を
食
育
事
業
で
感

じ
、
ま
た
私
自
身
も
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動
に

つ
き
ま
し
て
も
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
皆
様

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
り
わ
ず

か
な
任
期
を
役
員
一
同
、
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
つ
つ
務
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

活
動

フ
ォ

ト
ス

ケ
ッ

チ
多彩な活動の
  糧を活かして

劇団四季「ＷＩＣＫＥＤ」を観劇しました

青年部・フレッシュミセス会合

同ミニバレー大会は白熱！

美瑛町内の小学生に田植えの指導を行いました

本格的なそば打ち講習

綺麗なフラワーアレンジメントが完成しました
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道
農
産
品
と
競
合
の
タ
ス
マ
ニ
ア

　

信
頼
で
き
る
相
手
国
、
日
本
を
評
価

　

最
初
の
訪
問
先
で
は
タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府
機

関
の
ジ
ョ
ン
氏
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
タ
ス

マ
ニ
ア
州
で
は
現
在
、
１
番
伸
び
て
い
る
の
は

観
光
事
業
で
、
２
番
目
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連

事
業
だ
そ
う
で
す
。

　

農
業
関
連
で
伸
び
て
い
る
の
は
林
業
で
、
日

本
の
企
業
と
ペ
レ
ッ
ト
の
開
発
も
し
て
い
ま
す
。

タ
ス
マ
ニ
ア
の
暖
房
の
30
％
は
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
化
石
燃
料
に
頼
ら
な

い
政
策
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
日
常
的
な
取
引
に

お
い
て
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
中
で
一
番
成
熟
し

た
国
で
あ
り
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府
に
と
っ
て

も
そ
れ
は
同
じ
認
識
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
に
お
け
る
タ
ス
マ
ニ
ア
か
ら
日
本
へ

の
輸
出
品
は
た
ま
ね
ぎ
、
乳
製
品
等
で
北
海
道

と
は
競
合
相
手
で
す
。
タ
ス
マ
ニ
ア
の
面
積
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
１
％
に
満
た
な
い
も

の
の
、
水
が
豊
富
に
あ
る
た
め
に
農
作
物
の
種

類
も
多
く
作
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
内
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
に
は
５
０
０
億
円
以

上
の
コ
ス
ト
を
掛
け
て
お
り
、
昔
は
作
物
を
作

れ
な
か
っ
た
地
域
で
も
作
付
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
北
半
球
と
南
半
球
の
違
い
を
利
用
し
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
オ
ラ
ン
ダ
に
輸
出
す
る
な
ど
、

気
候
や
季
節
の
違
い
を
有
効
活
用
し
て
輸
出
事

業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ス
マ
ニ
ア
の
農
産
物
は
す
べ
て
が
高
品
質

で
す
が
、
賃
金
や
税
金
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

中
で
は
安
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
翌
日
視
察
予
定
の
ト
マ
ト
農
家
が
あ
る
レ

ベ
ン
フ
ォ
ー
ト
は
タ
ス
マ
ニ
ア
の
中
で
も
肥
沃

な
土
地
で
あ
り
、
大
学
や
大
学
の
研
究
施
設
な

ど
も
あ
る
の
で
タ
ス
マ
ニ
ア
農
業
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
得
意
気
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

年
間
通
し
ト
マ
ト
栽
培

　

水
耕
栽
培
で
集
中
管
理

　

訪
問
し
た
ト
マ
ト
農
家
で
は
、
１
・
１
㌶
超

の
土
地
に
２
つ
の
温
室
で
ト
マ
ト
栽
培
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は
チ
ェ
リ
ー
ト
マ
ト

で
小
玉
ト
マ
ト
の
方
が
サ
ラ
ダ
な
ど
に
使
用
す

る
た
め
消
費
者
の
使
用
量
が
断
然
多
く
、
売
り

先
は
タ
ス
マ
ニ
ア
島
内
の
大
手
ス
ー
パ
ー
２
社

の
他
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
島
に
も
一
部
出
荷

し
て
い
ま
す
。
気
温
が
高
く
な
く
温
暖
な
た
め
、

ト
マ
ト
栽
培
に
向
い
て
お
り
１
年
を
通
し
て
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
管
理
や
液
肥
の
使
用
濃
度

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
管
理
し
て
お
り
、
農
薬

は
使
わ
ず
天
敵
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
家

選
果
の
た
め
、
常
時
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま

す
。
そ
の
他
、
出
荷
最
盛
期
は
非
常
勤
ス
タ
ッ

フ
も
必
要
と
の
こ
と
で
す
。

○
栽
培
方
法
～
水
耕
栽
培
で
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ピ
ー

ト
の
ス
ラ
ブ
を
使
用
（
２
年
間
）

○
平
均
収
量
～
22
㌧
（
10
㌃
当
り
）

○
販
売
価
格
～
（
１
６
０
円
／
２
０
０
ｇ
パ
ッ

ク
）（
１
７
，
６
０
０
千
円
／
10
㌃
）

　

自
己
完
結
型
の
野
菜
農
家

　

海
外
に
積
極
輸
出
も

　

次
に
タ
ス
マ
ニ
ア
で
55
年
に
わ
た
っ
て
野
菜

栽
培
と
出
荷
事
業
を
営
む
兄
弟
３
人
で
の
家
族

企
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
80
以
上
の
農
地
所
有
者
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
集
落
営
農
的
な
考
え
方
：
播
種
・

収
穫
は
視
察
先
の
農
家
が
行
い
、
管
理
作
業
は

農
地
所
有
者
が
行
う
）
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

栽
培
作
物
は
ニ
ン
ジ
ン
・
玉
ね
ぎ
・
カ
ブ
・

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
・
Ｇ
ア
ス
パ
ラ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
多
品
目
に
及
び
、
す
べ
て
を
視
察
先
の
農

場
施
設
で
選
果
・
包
装
さ
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
内
や
海
外
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

　

自
家
選
果
の
た
め
、
常
時
１
４
０
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
お
り
、
そ
の
他
、
出
荷
最
盛
時
に
は

ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
で
２
２
０
人
以
上
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
タ
ス
マ
ニ
ア
に
は
農
協
の
よ
う

な
農
産
物
を
取
り
扱
う
会
社
が
無
い
た
め
、
自

己
完
結
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
ス
タ
ッ
フ
給
料
～
時
給
20
ド
ル
以
上
（
会
社

負
担
も
含
め
る
と
25
ド
ル
以
上
と
な
る
）

○
主
な
作
物
の
反
収
～
ニ
ン
ジ
ン
10
㌧

（
２
０
０
㌶
で
２
０
，
０
０
０
㌧
）
た
ま
ね

ぎ
10
ｔ
（
１
０
０
㌶
で
１
０
，
０
０
０
㌧
）

を
取
り
扱
う

○
農
地
価
格
～
30
万
円
（
10
㌃
当
り
）

○
個
人
面
積
～
１
５
０
㌶
程
度
（
地
域
平
均
）

　

医
療
用
の
大
麻
栽
培

　

商
業
化
に
向
け
盛
ん
な
研
究

　

タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
農
業
施
設
は
学
生
の
研
究

な
ど
の
実
践
農
場
で
、
視
察
先
以
外
に
５
件
の

施
設
等
が
タ
ス
マ
ニ
ア
に
あ
り
、
数
年
間
に
大

学
と
州
政
府
で
５
億
円
ず
つ
支
出
し
、
総
額

70
億
円
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ｔ
ｉ
ａ
（
タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
の
農
業
課
の
部

門
）
と
言
う
組
織
を
運
営
し
て
、
１
３
０
人
の

職
員
で
２
０
０
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ワ
ー
ル

ド
ク
ラ
ス
）
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
内
容
は
植
物
の
生
育
・
管
理
・
種
子
の

開
発
等
か
ら
商
業
化
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
に

豪
州
の
農
業
事
情
に
学
ぶ

　

多
様
化
と
国
際
化
の
中
で
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
農
業
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
当
Ｊ
Ａ
で
は
事
業
計
画
に
従
い
役
職
員
に
よ
る
海
外
の
先
進
地
農
業
の
実

情
を
学
ぶ
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
豪
州
農
業
の
実
例
か
ら
６
次
産
業
化
を
踏
襲
し
た
美

瑛
農
業
へ
の
参
考
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

タスマニア州政府機関にて
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向
け
た
取
組
み
の
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
現

在
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
分
子
細
胞

学
と
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
し
た
作
業
の
効
率

化
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
を
図
る
研
究
で
す
。

　

そ
の
他
、
ケ
シ
（
医
療
用
大
麻
）
な
ど
の
栽

培
と
商
業
化
に
向
け
た
研
究
や
、
ニ
ン
ジ
ン
な

ど
の
加
工
品
の
商
業
化
に
向
け
た
研
究
も
行
い
、

こ
の
研
究
農
場
で
も
灌
漑
施
設
を
装
備
し
て
有

効
利
用
に
向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
次
化
で

　

加
工
品
販
売
も
手
掛
け
て

　

農
地
面
積
が
１
０
４
㌶
で
リ
ン
ゴ
と
サ
ク
ラ

ン
ボ
を
作
付
す
る
リ
ン
ゴ
果
樹
農
家
で
、
６
次

化
に
よ
る
ジ
ュ
ー
ス
や
サ
イ
ダ
ー
、
リ
ン
ゴ
酢

な
ど
の
自
家
生
産
を
行
い
、
観
光
と
輸
出
を
含

め
た
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
４
代
続
い
て
い
る
果
樹
園
で
、
昔
は

リ
ン
ゴ
だ
け
だ
っ
た
も
の
の
、
あ
ま
り
儲
か
ら

な
い
た
め
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
手
掛
け
、
現
在
は
輸

出
向
け
（
ア
ジ
ア
圏
）
の
出
荷
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
１
９
９
０
年
代
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
、
中
国
へ
の
輸
出
競
争

が
激
し
か
っ
た
た
め
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
造

る
よ
う
に
な
り
、
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
２

級
品
の
使
用
や
季
節
に
よ
る
収
入
の
不
安
定
さ

も
解
決
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
リ
ン
ゴ
は
加
工

用
専
用
品
種
（
サ
イ
ダ
ー
向
け
）
を
新
し
く
定

植
し
、
２
０
０
７
年
に
現
在
の
場
所
に
加
工
場

を
作
っ
て
観
光
客
へ
の
対
応
も
し
て
い
ま
す
。

○
昨
年
の
収
穫
量
～
リ
ン
ゴ　

２
，
０
０
０
㌧
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
１
７
０
㌧（
す
べ
て
中
国
へ
輸
出
）

　

タ
ス
マ
ニ
ア
に
も
農
場
の
販
売
物
件

　

農
地
処
分
し
豪
州
本
土
に

　

施
設
野
菜
農
家
セ
ー
ル
物
件
視
察
と
し
て
ト

マ
ト
と
イ
チ
ゴ
の
水
耕
栽
培
農
家
の
売
物
件
を

視
察
し
ま
し
た
。
売
主
の
子
ど
も
た
ち
が
全
員

成
人
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
土
に
い
る
た

め
、
農
地
等
を
処
分
し
て
引
越
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
数
年
前
ま
で
は
タ
ス
マ
ニ
ア
の
大

手
ス
ー
パ
ー
と
出
荷
契
約
を
し
て
い
た
も
の
の
、

現
在
は
売
却
予
定
の
た
め
直
売
所
等
で
販
売
を

し
て
い
ま
す
。
牧
草
地
も
以
前
は
作
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
地
域
の
酪
農
家
へ
賃
貸
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
イ
チ
ゴ
は
非
常
に
甘
く
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
施
設
は
古
い
で
す
が
ハ
ウ
ス
は
し
っ
か

り
し
て
い
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
使
用
可
能
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
は
モ
ダ
ン
で
広
く
、
庭

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
展
望
も
す
ば
ら
し
い
景

観
で
し
た
。

○
所
有
面
積
～
１
２
・
５
㌶　

ハ
ウ
ス
面
積
50

㌃ 

そ
の
他
12
㌶
（
牧
草
地
）

○
売
却
価
格
～
８
０
，
０
０
０
千
円
（
８
９
５
，

０
０
０
ド
ル
）

　

こ
こ
に
も

　

忍
び
寄
る
中
国
資
本

　

タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府
農
水
省
視
察
で
は
、
タ

ス
マ
ニ
ア
に
来
て
農
業
を
や
り
た
い
人
向
け
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聴
講
し
ま
し
た
。
タ

ス
マ
ニ
ア
の
土
地
面
積
７
０
０
万
㌶
の
う
ち
、

農
地
は
２
１
０
万
㌶
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
50
万
人
と
少
な
い
た
め
、
海
外
向
け

の
品
目
を
重
視
し
て
輸
出
し
て
い
ま
す
が
、
タ

ス
マ
ニ
ア
に
お
い
て
も
農
業
者
人
口
は
減
少
し

て
お
り
、
規
模
拡
大
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
し
て
は

海
外
資
本
の
導
入
を
歓
迎
し
て
お
り
、
現
在
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
大
き
な
農
業
経
営
は

中
国
資
本
の
酪
農
経
営
だ
そ
う
で
す
。
タ
ス

マ
ニ
ア
は
地
区
に
よ
っ
て
、
雨
量
が
４
０
０
㎜

～
３
，
０
０
０
㎜
と
大
き
く
違
う
た
め
、
国
及

び
州
政
府
は
タ
ス
マ
ニ
ア
の
灌
漑
設
備
に
毎
年

10
億
ド
ル
以
上
を
10
年
か
け
て
整
備
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
タ
ス
マ
ニ
ア
は
気
温
が
安
定
し
て

お
り
、
最
高
気
温
は
30
℃
、
最
低
気
温
は
マ
イ

ナ
ス
２
℃
と
温
暖
で
涼
し
い
地
域
の
た
め
農
業

に
適
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
的
な
農
業
実
務
実
習

　

美
瑛
の
担
い
手
も
受
け
入
れ
可
能

　

タ
ス
マ
ニ
ア
州
農
業
専
門
学
校
の
訪
問
で
す

が
、
タ
ス
マ
ニ
ア
に
13
キ
ャ
ン
パ
ス
１
３
０
学
科

が
あ
り
、
２
８
，
８
４
０
人
が
受
講
、
外
国
人

も
受
け
入
れ
可
能
で
日
本
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

本
人
の
技
術
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
ど
の
レ
ベ

ル
か
ら
で
も
学
習
が
可
能
な
た
め
、
初
心
者
か

ら
専
門
分
野
ま
で
受
講
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
学
習
内
容
は
農
業
実
務
実
習
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
実
習
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
ま
で
可

能
で
あ
り
、
学
校
が
農
場
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
の
実
習
も
で
き
ま
す
。

　

講
師
に
つ
い
て
も
実
際
に
農
業
経
営
を
し
て

い
る
方
に
先
生
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
現

実
と
問
題
点
、
現
在
の
最
先
端
技
術
レ
ベ
ル
の

習
得
が
可
能
で
す
。

　

本
人
が
望
め
ば
タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
へ
の
編
入

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
仕

事
を
し
よ
う
と
す
る
方
は
資
格
も
取
れ
る
た
め
、

受
講
す
る
人
が
多
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
の
農
業
後
継
者
や
担
い
手
の
研
修
を

冬
期
に
行
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
専
門
学
校
に
よ

る
研
修
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

畑
作
の
農
地
価
格

　

20
～
30
万
円
（
反
当
り
）
で

　

肉
牛
と
畑
作
農
家
の
セ
ー
ル
物
件
視
察
で
は
、

肉
牛
の
肥
育
と
畑
作
複
合
経
営
農
家
の
売
物
件

を
視
察
し
ま
し
た
。
経
営
主
は
留
守
だ
っ
た
た

め
、
不
動
産
業
者
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
対
応
し

ま
し
た
。
売
却
予
定
の
た
め
に
肥
育
牛
の
頭
数

も
少
な
く
、
農
機
具
に
つ
い
て
も
非
常
に
古
い

機
械
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
住
宅

も
古
く
、
庭
も
あ
ま
り
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

畑
作
は
麦
を
作
付
し
て
い
て
、
反
収
は
１
㌧

を
超
え
て
い
る
と
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
牧
草
地
を
見
て
周
り
ま
し
た
が
水

は
け
が
悪
く
地
力
の
あ
る
土
地
に
は
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

タ
ス
マ
ニ
ア
は
広
陵
地
帯
が
主
と
な
る
美
瑛

町
と
よ
く
似
た
傾
斜
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
農
場
は
平
ら
な
土
地
が
続
い
て
お
り
、
作

業
効
率
は
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
視
察

先
の
畑
野
菜
農
家
や
施
設
野
菜
農
家
で
聞
い
た

農
地
価
格
は
反
当
り
20
万
円
～
30
万
円
で
し
た

の
で
、
価
格
的
に
安
い
（
反
当
り
11
万
円
）
と

感
じ
ま
し
た
。

○
所
有
面
積
～
１
５
０
㌶
（
放
牧
地
・
畑
）

○
売
却
価
格
～
１
億
５
千
万
円
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地域の

学校紹介
地域の

学校紹介

  

本
校
は
、
美
瑛
市
街
地
よ
り
白
金
温
泉
に
通

じ
る
道
道
沿
い
に
広
が
る
畑
作
地
帯
に
あ
る
。

校
地
は
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有
し
、
種
々
の
樹

木
が
茂
る
見
本
林
や
、
整
備
さ
れ
た
前
庭
、
広

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
築
山
な
ど
が
あ
り
、
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
白
金
地
区
に
は
、

「
青
い
池
」
が
あ
り
、最
近
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
皆
空
窯
」

と
い
う
窯
元
が
有
り
、
本
校
児
童
は
年
に
一
度
、

陶
芸
家
の
南
正
剛
・
泉
御
夫
妻
に
御
指
導
い
た

だ
い
て
い
る
。

  

白
金
・　

美
沢
地
区
の
戸
数
は
約
１
３
０
戸
、

多
く
は
明
治
30
年
代
に
本
州
各
地
よ
り
入
植
し

た
開
拓
民
の
３
代
目
が
農
業
を
継
ぎ
、
安
定
し

た
経
営
を
し
て
い
る
。
近
年
は
新
規
就
農
も
あ

り
、
さ
ら
に
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
非
農
家
の
住
民
も
増

え
て
い
る
。
古
く
か
ら
の
住
民
と
新
し
い
住
民

が
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。

保
護
者
は
学
校
教
育
に
関
心
が
高
く
、
学
校
行

事
や
参
観
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
等
へ
の
参
加
協
力

度
は
絶
大
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
も
美
沢
少
年

団
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
十
勝
岳
愛
護
少
年
団

活
動
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
子
ど

も
に
育
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
、
活
動
へ

の
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

  

本
校
の
児
童
は
、
全
体
的
に
明
る
く
素
直
で

あ
り
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
伸
び
伸
び

と
活
動
し
て
お
り
、
元
気
で
活
発
、
素
直
で
あ

る
。
縦
割
り
班
活
動
や
少
年
団
活
動
等
を
通
し

て
、
協
力
性
や
思
い
や
り
の
心
も
身
に
つ
け
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
の
働
く
姿
を
い
つ

も
見
て
お
り
、
勤
労
を
厭
わ
な
い
児
童
が
多
い
。

  

学
校
教
育
目
標
は
「
心
身
と
も
に
健
や
か
で

　

明
る
く
か
し
こ
い
子
ど
も
を
育
て
る
」
で
、

「
か
し
こ
く
」「
や
さ
し
く
」「
た
く
ま
し
く
」

を
合
い
言
葉
に
し
て
い
る
。

  

「
か
し
こ
く
」
で
は
、「
わ
か
る
授
業
の
実
践

と
、
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
」
を
目
指
し
て

い
る
。「
シ
ン
プ
ル
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
シ
ェ
ア
」

を
視
点
に
わ
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
に
つ
い

て
研
修
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
ｉ-

ｐ
ａ
ｄ

の
導
入
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
充
実
が
図

ら
れ
、
活
用
し
て
き
た
。
長
期
休
業
中
に
は
、

町
の
学
習
ル
ー
ム
の
取
り
組
み
へ
の
参
加
を
奨

励
す
る
こ
と
で
、
学
習
時
間
の
確
保
と
充
実
を

図
っ
て
き
た
。

  

「
や
さ
し
く
」
で
は
、
心
の
教
育
と
道
徳
的

な
実
践
力
の
育
成
を
目
指
し
た
。「
豊
か
な
心
」

の
育
成
に
取
り
組
み
、
道
徳
的
な
価
値
基
準
を

し
っ
か
り
と
教
え
、
考
え
さ
せ
、
日
常
の
場

で
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指

導
し
て
き
た
。
ま
た
、
農
園
活
動
、
清
掃
活
動
、

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
体
験
学
習

を
通
し
、
道
徳
的
な
感
性
を
養
っ
た
。

  

「
た
く
ま
し
く
」
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ス
キ
ー
に
取
り
組
む
な
ど
し
て
、

体
育
活
動
の
日
常
化
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、

各
種
安
全
教
室
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

美
沢
に
は
教
育
資
源
が
豊
富
に
あ
る
。
そ
れ

ら
に
触
れ
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

情
操
が
養
わ
れ
て
い
る
。

美瑛町立美沢小学校

    校長　成　田　光　弘

雨の大運動会

交通安全
キャンペーン

クロスカントリ－スキー
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児　童　作　品　展

１年　大場夢空「私の顔」

３年　三上梨杏「肉をくわえた犬」

５年　中西奏人「カイロ団長」

２年　本山維芯「学芸会の思い出」

４年　大場陸斗「ティラノザウルス」

６年　照本安寿「顔のお皿とフォークとスプーン」
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1 月のパソコン講習会について

営農部 営農支援課　☎ 68-7014

　◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
( パソコン )

1 月 16 日（月）
23 日（月）
24 日（火）
30 日（月）
31 日（火）

① 9:00 ～ 11:00
② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の
　設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送の仕方

青申会
ＪＡびえい

2 階
PC 研修室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡
伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳を持参して下さい。

営農研修会は　１月 27 日（金）

営農部　☎ 68-7014

　　今年度の営農研修会は、水稲・畑作生産者の方を対象に１月 27 日（金）に開催します。
　詳細は後日、ＦＡＸおよび農協無線でご案内致します。多数のご出席をお願い致します。

◆開催日　平成 29 年１月 27 日（金）
◆場　所　ＪＡびえい３階大ホール

営農部　☎ 68-7014

農業者の皆さまへ
農業者年金のご案内

　老後生活の備えは十分ですか？農業者年金は、国
民年金の第１号被保険者（保険料納付免税者を除く）
で、年間 60 日以上農業に従事する 60 歳未満の方
であれば、どなたでも加入できます。
※加入される方は、国民年金の付加年金（付加保険料月額
400 円）への加入も必要となります。

農業者年金のメリット

少子高齢化時代に強い積立方式の年金

公的年金ならではの税制上の優遇措置

終身年金で 80 歳までの保証付き

農業の担い手には手厚い政策支援

詳しくは窓口までお問い合わせください。



年始のＪＡ業務時間のご案内
１月１日 ( 日 ) 
　～３日 ( 火 ) ４日 ( 水 ) ５日 ( 木 ) ６日 ( 金 ) ７日 ( 土 )

金融店舗窓口 休　　業 ９：00 ～ 16：00 休　業

Ａ　Ｔ　Ｍ
ホクレンショップ玄関 休　　業 9：30 ～ 18：00

金融店舗 休　　業 8：45 ～ 17：00

給　油　所
北町 休　　業 8：00 ～ 17：00 8：30 ～ 19:00

大町セルフ ２４時間営業

上記以外の部門 休　　業 仕事始め
8：30 ～ 16:00 休　業

総務部　☎ 92-2111

　本誌 2017 年新春特集号の表紙を飾って頂いた
のは、「下宇莫別へき地保育所」の園児の皆さん
１８名です。
　元気いっぱいながらも、先生のお話をちゃんと
聞く、利発な園児さんたちでした！頑張って書い
てくれた酉（とり）の絵が、とっても可愛らしい
ですね。
　ありがとうございました！

新年特集号
表紙の写真

ご協力
ありがとう
ございます

項　目 連絡先

ＪＡ共済事故受付センター 0120-258-931

灯油・プロパン 92-2157

年始休業中の緊急対応
　ＪＡ業務につきまして、緊急な業務対応は次の通り
実施いたしますのでお知らせします。
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研修センター　☎ 92-0588



免税軽油・農業労災保険の
受付が始まります

研修センター　　☎ 92-0588

　農業機械課では、平成 29 年度免税軽油申請と、
農業労災加入手続きを行いますので、お早めの手
続きをお願い致します。

■申請手続き
免軽必要事項　
　平成 29 年度の営農計画書に基づく作物別作付
面積書
労災必要事項　
　平成 28 年度分使用労働者数及び支払賃金、
　平成 29 年度支払予定賃金
持参するもの　
　印鑑、標識交付証明書（トラクター等入替増車
の方）
受付期間　
　平成29年1月12日（木）～1月20日（金）
受付時間　　　　9：00 ～ 16：00
受付場所　　　　研修センター会議室

※近年、免税軽油の不正利用防止の為、使用者へ
の調査が強化されております。

　　免税軽油使用者証に未記載の機械への使用
等、不正使用が発覚した場合は、罰則（免税証
の不交付や過去三年に遡り返納等）が生じます
のでご注意下さい。

※毎年、多くの農作業事故が発生しております。
万が一の事故に備え、未加入の方はこの機会に
ぜひ農業労災に加入しましょう。

平成 29 年度

☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ

昨年まで各地区で行っていた農作業衣・日用品即売会を本
年より廃止させて頂くこととなりました。  
それに伴いまして、JA びえい 3 階大ホールにて合同の農
作業衣・日用品の展示即売会を行います。   
  
日程　1月 18日（水）　19日（木）
時間　両日　9:00 ～ 16:00	   

    
皆様のご来場をお待ちしております    
 
尚、満値喜市・交換会を 3 月 7 日（火）・8 日（水）に行
う予定です。     

KTC 工具セット　12.7sq.
工具 41 点入ってこの価格 !!
倉庫やトラクターにセットでおいてみてはいかがですか？

12 月に配布させてい
ただきましたファーム
ランド今年は昨年より
ページ数も増えて商品
も充実
新商品からヒット商品
いろいろ掲載されてい
ます。
今年の営農に役立てて
ください。
取りまとめ期間は 3 月
31 日までです。
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￥39,800（税込）

農業資材カタログについて

合同展示即売会の開催について



【全体運】ちょっとしたことで、やる気がダウンし
やすい月。気分に流されず、計画性を大事にして。
気分転換には散歩へ

【健康運】不規則な生活の改善を。体調に好影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】伊予カン

【全体運】行動力が高まり、未体験ジャンルにも果
敢に取り組めそう。思い切って動くと幸運を呼び
込めるので、積極的に

【健康運】同じ姿勢を続けず、血行促進を図って
【幸運を呼ぶ食べ物】セリ

【全体運】信ぴょう性の低い情報に惑わされがち。
口コミやうわさには安易に飛び付かないこと。開
運にはヒーリング音楽を

【健康運】ストレスを感じやすい月。笑いで発散を
【幸運を呼ぶ食べ物】芽キャベツ

【全体運】勢いのあるときと落ち込んだときの差
があり過ぎ。素早い気持ちの切り替えが運気回
復の鍵。芸術鑑賞で気晴らしを

【健康運】スポーツにつき。腕が上達しやすい
【幸運を呼ぶ食べ物】あんこ

【全体運】物事を深刻に受け止め過ぎてしまう時
期。お気楽に構えるのがベスト。玄関に白い花
を飾ると運を呼び込めます

【健康運】まめに動くことで、健康体に近づけそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ナバナ

【全体運】レジャー運が活性化。気の合う仲間た
ちとにぎやかに過ごせば、英気を養えるはず。ド
ライブや旅行も良い刺激に

【健康運】日々の疲労をためず、笑顔をキープして
【幸運を呼ぶ食べ物】タラ

【全体運】思い込みが激しくなる暗示。独断で動く
と失敗するので、周囲の意見には謙虚に耳を傾
けて。おっせかいもＮＧ

【健康運】暴飲暴食は控えて。胃腸を休めると好転
【幸運を呼ぶ食べ物】水菜

【全体運】スムーズに人脈を広げられる予感。初
対面の相手にも気さくに声を掛けてみて。新し
い習い事を始めるのも◎

【健康運】良好。特に問題なく、元気に過ごせます
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】プライベートの充実を図りたい期間。趣
味や得意なことに意識を向け、楽しむとグッド。
読書からも発見あり

【健康運】うっかりしがち。小さなけがに注意して
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカサギ

【全体運】自分に自信が持てる星回り。どんどんア
クションを起こして。過去にうまくいかなかった
ことにもリベンジ可能

【健康運】まずまず。軽い運動が健康キープの秘訣（ひけつ）
【幸運を呼ぶ食べ物】おから

【全体運】ケアレスミスが増えそうなので、慎重
に。慣れた作業ほど確認が必須。気力アップに
はフットマッサージが有効

【健康運】うがい励行を。積み重ねが好運の呼び水
【幸運を呼ぶ食べ物】アンコウ

【全体運】知的好奇心が高まる兆し。カルチャー
センターに通ったり、講演会を聴いたりするのに
最適です。映画鑑賞も吉

【健康運】過労は×。心身の十分な休息を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ
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■ 一年の計は元旦にあり。古来より日本人が「今年こそはこんな
年度にを過ごしたい」という想いが込められた諺（ことわざ）である。

「お正月からお金を使わずにじっとしているもんだ」としつけられ
た世代も多いと思うが、今の時代に通用する話ではない。コンビニ
は夜通し営業・旭川市内の大手スーパーではＢＧＭを店内いっぱい
に鳴らし、購買意欲を捲（まく）し立てる。生活のリズムが変わっ
てしまっていることに気づかずに毎日の暮らしが過ぎて行く。昨年
の農業界は一文字で「乱」と表現された。一方での世相は「金」で
ある。政府与党に翻弄された一年でもあり、治まる予測もできない
が、今年こそ願いを込めて「金」にあやかる美瑛農業を望みたい。 

732 人

1,878 人

249 億 00 百万円

67 億 09 百万円

 11 億 10 百万円

40 億 28 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 28 年 11 月末）

発生件数　　0 件（ 19 件）　《19 件》
　　負傷　　0 人（ 18 人）　《19 人》
　　死亡　　0 人（  1 人）　《  0 人》
（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（12月20日現在）

1

4日（水）　金融店舗・北町ＳＳ仕事はじめ

6日（金）　一般業務仕事はじめ

9日（月）　成人の日

11日（水）　青年部冬期研修会

12日（木）　長葱生産部会道外視察研修
　（～ 15 日）

16日（月）　女性部冬期研修会

20日（金）　とまと生産部会 50 周年記念式典

26日（木）　ＪＡ青年部富良野沿線ブロック
　冬期部員研修会
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